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廿
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從
へ
ば「

蒙

世

界

は

、
一
一
つ
の
本
質
的
化
相
異
つ
た
麗
の
下
益
察
せ
ら
れ
る

乙

ど
が 

{!
,
來
る
.
其

ジ

1HF
i
;ii
k
が
^
々
の
學
的
美
跋
の

I對
象

を

形

成

す

る

：
の
，は

、

空
..間

及

び

時

間

^
於
け
る
其
の
也

.*
f
e X
こ 

其
の
相
互

S

す
る
具
體
的
關
係
£

け
る
具
體
的
諸
現
象
で
あ
る
か
、
或
は
此

^:
;
後
者
の
變
化
の
中
^
於
て
反
稷 

1
る
•
.象
形
態
で

f

か
で
あ
る
。
研
究
の
前
者
の
方

^
は
具
體
的
な
る
も
の
曼
正
確
ヒ
云
べ
ば
餘

t

な
る
も 

の
f

け
ら
れ
後
者
は
謹
象
の
一
般
的
な

f

の
の
認
醫
向
け
ら
れ
る
。
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し
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靓

識

の
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大
部
同
が

»
立
す
る
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吾
令
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其
の
前
者
を
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單

^
餘
象
か
、
後

者
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す
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彼
は
云
ふ
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具

體

璧

象

が

蹇

多

樣

な
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拘

ら

ず

、
輕
卒
I

觀
察
R
ょ
つ
て
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> 
各

個

の

證
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客

.
そ
れ
と
は
異
れ
る
一
切
爾
餘
の
.現
象
形
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を
示
3
な
い
ミ
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得
る
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寧
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菩
々
は
此
等
の
證
形
態
を
型
ど
呼
ぶ
。
同
様
の
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が
具
體
的
現
象
間
の
關
■

就
て
も
適
用
さ
れ
る
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具
體
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象
は
亦
咨
個
の
揚
合
^
は
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般
的
特
質
を
示
^
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吾
々
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寧
ろ
そ
れ
の
間
^
或
は
非
常
^
規
則
分
こ
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左
程
規
則
的
な
ら
ず
^
反
覆
す
るr

定
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關
係
を
容
易
k
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察
す
る
こv

が
出
來
る
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べ
ば
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起
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令
^
る
、
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展
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げ

る
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典

存

に

於

け
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係

に

於

：て
：
.の
合
律
性)
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關
係
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晋

々

海

_
ど
稱
ず
る」
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以
上
述
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現
象
世
界
の
-1
切
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域
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當
す
る
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で
あ
る
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別
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般
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史
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質
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せ
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點
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理
論
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梵
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法
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存
す
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な
く
し
て
は
吾
々
は
養
世
界
の
深
さ
理
解
の
み
な
ら
ず
却
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亦
勤
接
的
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察
以
上
の
讓
即
ち
事
物
の
先
見
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通
縢
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で
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意
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科
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歷
史
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1
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即
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其
の
一
例
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な
ら
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研
究
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目
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現
象
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存
す
る
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み
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亦
現
象
の
理
解(

v
e
r
s
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に
在
る
。
吾
々
は
或
る
現
象
の
心
的
模
寫
が
菩
々
の
意
識
^
達
し
た 

時
之
を
認
識
し
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現
象
の
存
在
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其
の
獨
自
の
性
質
の
根
®(

其
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認
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し
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時
 

吾
々
は
現
象
を
理
解
す
る
。
菩
々
は
社
會
現
象
の
理
解
^
11

個
の
.方
.法
を
以
て
達
す
る
か
出
來
る
の
で
あ
る
。
 

或
る
具
體
的
現
象
.の
個
別
的
生
，成
過
程
を
，闕
明
す
る
、
レ即
ち
具
體
的
現
象
，が

現

在

あ

る
が
如
§
特

質
?:
.有
す
る
^
至 

っ

た

具

體

的

諸

關

係

^

意

識

す

る
な
ら
ば
？
菩
今
は
.具
體
的
現
象
を
#
殊
な
：歷
史
的
方
法
^
於
て(

歴
史
：を
通
じ
て
ン 

理
解
ず
る
の
で
あ
る」

。「

然
し
具
體
的
社
會
現
象
.の
歴
史
的
理
解
は
、科
學
敗
抓
.究
fe
可
能
.な
ら
，し
む
る
唯
一
の
方
途 

で
は
な
い
。
.之
k
對
し
て
全
然
同
價
値
^
し
そ
：同
意
義
な
る
社
會
現
象
.の
.理
論
的
撕
解
が
對
立
す
る
？
或
る
具
體
的 

現
巍
を
一
定
.の
规
則
性(

合
法
則
性
.

〕

の
特
殊
の
場
合
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し
て
諸
現
象
の
..繼
勝
叉
ぼ
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現
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質
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識
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^
军
る
の
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る
0」
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て
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會
現
象「

般
及
び
特
別
に
は
國
民
經
濟
の
歷
.史
及
び
理
論
比
、

吾
々
^
社
會
乃
至
國
民
經
濟
的
現
象
の

一
定
の 

理
解
を
得
し
め
.る
の
で
あ
る
。
此
の
理
解
は
务
ぅ
の
場
合
に
於
：て
獨
自
.の
ぢ
の
.で
.あ
\

本
質
的
^,
異
れ
る
も
の
で 

あ
々
、
實

^
珊
論
及
び
歷
史
自
體
め
如
く
^
異
れ
る
も
の
で
.あ
る
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弗
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theoretischen 
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das 

w
e
ss'
:ihrer Gesetze. 〕

に
於
て
明
か
^
認
め
ら
れ
得
る
如
く
、
 

.彼
に

あ

つ

て

ば

：經

濟
.學
は
自
然
科
學
的
の
も
の
.で
あ
0-
:
/2
0

(

ゥ
ぶ
ナ
え

-
ゾ
ム
^
ァ
ト
ば
近
著
^
於
て
、
メ
ジ
ガ
ァ 

を
自
然
科
學
的
經
濟
學
者
の
中
^
伍

せ

し

め

て

ゐ

る

。
，而

〗

し
.
♦ゾ
A-
> 

,
ァ
.ト
,
據
^
ば

：.

「

自
然
科
學
的
認
，識
の
最
高 

(

形
式
的)

目
的
は
其
め
諸
結
果
め
普
遍
妥
當
性
で
あ
5
。1-
.然
が
も
_
の
1
近
傷
§
自
然
科
學
は
於
け
る
認
識
は
、
事 

物
め
外
前
的
把
擬
で
あ
{
、.
外

15
1
'丨
々
5(

く
0
1
1
|
5
3

〕

の
認
»;
で
あ
ム
、
部
分
的
認
識
で
あ
る
：U
O
C
8

)

自
然
科
學 

的
經
濟
寧
は
此
0'
自
然
科
學
^
於
け
る
'認
_
を
踏
襲
す
る
も
の」

で
あ
る
。
'今
此
の「

言
葉
を
や
が
昏
か
6
ヤ
か
わ
い
め
、
 

メ V

ガ
ァ
の
爲
し
た
现
論
的
認
»
ビ
歷
史
的
認
識
ビ
が
對
立
.即
ち
^;
ン〈

ガ
.

K

が
、
理
論
的
科
學
は
現
象
の
一
般
的
本 

質
及
び1

般
的
關
係
を
硏
究
說
叨
し
、
：歷
，史
的
科
學
が
现
象
の
個
別
的
本
質
及
"び
個
別
的
關
係
を
硏
究
說
明
す
る
ビ 

峻
別
し
た
乙
^
は
：、
.外
®
よ
み
の
認
_

R
由
來
す
る
も
の
■く

な

る

で

あ

ら

气,.
•
ぃ

メV

ガ
ァ
の
云
ふ
原
則
上
相
異
る
ー
一
個
の
科
學
の
對
立
は
、：

彼
が
先
づ
：以

1:
'
與
.へ
ら
れ
た
る
»
象
^
對
す
る
科
學 

的
課
題
の
決
定
を
以
て
、
方
法
論
上
の
ブ
リ
メ
工
レ
で
あ
る
ビ
な
す
主
^:
の
'當
然
の
@
結
で
あ
ら
ぅ
。
然
が
も
ァ
ル 

フ
レ
ッ
ド

•ァ

モ

シ

の
：云
へ
る
が
如
く「

科
學
に
與
へ
ら
れ
'た
對
象
は
前
科
學
的
に
與
べ
ら
れ
^
も

のJ

般
，¥

 V
。
？
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ビ
し
て
論
！̂
的
槪
念
的
^
決
定
し
得
ざ
る
も
の
で
あ
る

-
論

理
的

槪
念
的
決
定
に
は
斯
く
の
如
さ
對
象
^
適
用
す
る
認
識
の
立
場
を
前
提
ず
.る
し
9
>
.冬
の
で
あ
る
。
页
に
理
解
の
方
法 

k
見
ら
る
る
如
く
，
メ x

ガ
ァ
の
方
法
は
可
成
6
主
觀
的
色
彩
の
濃
厚
な
る
も
の
.ど
云
は
ね
ば
な
ら
な
.い
。
極
言
す 

れ
ば
そ
は
硏
究
潑
の
感
覺
化
全
く
委
ね
る
も
0.
に
外
な
k
なS

?

從
て
彼
の
經
驗
科
，學
の
分
類
の
_
柢
は
主
觀
に
*

す
る
ど
云
ひ
得
ょ
，？
。
乙
の
ミ
ビ
は
彼
が
主
觀
的
科
學
論
者
ビ
し
て
又
經
機
現
象
を
單
純
な
心
评
的
鄭
^
^
歸
ぜ
ん 

v

す
る(

ゾ

V

Vル
ト

の
云
ふ
自
然
科
學
的
思
惟
方
法
を
：經
濟
學
た

©
用
す
る
も

..
の)

主

|1
主
義
的
經
濟
學
着

^
し
て 

ゾ
ム

.

V

ア
ト
の
奢
做
す
所
以
で
あ
ぅ
、
へ
玆
^
彼
の
問
題
把
的
意
義
，の
丄
面
が
存

1-
る
0
で
あ
る
。

,

I 

.

理
論
的
科
學W

歴
史
的
科
學C

假
ぅ
に
メ
ン

.ガ
ア

0
用
語

^
從
ふ

¥
ば
確
か
に
別
個
の
存
在
で
あ
る
。
を
れ
は
論 

理
上
各
庙
獨
立
の
科
學
で
あ
る

-'
0.
乙
の
乙
ビ
は
其
の
各
、
が
布
ず
る
考
察

.が
法
從
て

.又
其
の
認
識
目
的
のil

立
か
ら 

容
易

^
肯
定
出
來
ょ
ぅ

o
勿
論
其
の
相
互
の
間

^
は
何
等
關
.係
な
し

^
い
'ふ
も
の
で
は
な
く
、飾
乾
が
後
者
の
、

叉
後 

者
が
前
者
の
謂
ゆ
る
補
助
科
學
の
關
係

R
立
つ
も
の
で
あ
る

こ

ミ
は
之
を
否
め
な
い
。
然
か
も
尙
此
の
種
の
關
係
の 

存
す
る
乙V

は
其
の
有
す
る
獨
立
性
を
傷
け
るM.

ビ

k
は
な
ら
なS

0
で
あ
る
。
メ
ゾ
ガ
ア
は
此
の
兩
種
科
學
の
對 

立
を
說S

て
ゐ
る
。
即
ち
ロ
パ
ア
ト
，•
ウ
ィ
ル
ブ
ラ
シ
ト
.の
言
葉
を
借
办
る
な
ら
ば
、
、ノ
.シ
ガ
ア
は
後
年
哲
學
者
リ
ッ
力 

ア
ト
が
詳
論
し
た
ニ
の
認
識
の
可
能
性
の
對
立
に
就
て
の
先
蹤
者

^
る
も
の
で
あ
る
バ

10〕

乍
併
彼
.の
有
す
る

㈣
學 

論
は
カ
ン
ト
の
そ
れ

.ど
相
似
：て
、
科

學

の

槪

念

を

：以
：て

自

然

科

學

の

槪

念

:̂
同

,—
視
し
た
の
：で
あ
今
此
の
點
^
於
て 

後
年
ぐ
イ

ン
ソ
ッ
ヒ
•
リ

ッ

力

ア
ト

が

.純
粹
迦

®
批
判
れ
^
け
る
カ
ン
ト
の
科
學
の
槪
念
^

對
し
て
瘺
し
た
批
判
は

、
 ̂

體

R.
於
て
其
の
舞
之
を
メ
ン
ガ
ア
の
科

.學
論
の
批
判

^
當

^
て
差
：支
.え
な

い

で

あ

ら

ぅ

。
：：愛.に：於
て
雜
者
は
リ
ッ
力

ア
ト
の
主
張

^
服
を
轉
じ
た
い
ビ
思

.ふ
。

«

.

.

.

.
,
.
'
:

■
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メ 
>
ガ
ナ
は
此
の
科
學
.の
I

I

:

美

べ

。
'々

は

置

を

歷

湍

還

は

s

的
見
地
か
為
¥

る
も
_
?な
く
、
關
保
の
相
f

應
じ
て】

足
方
法
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如
何
な

.る
努
J

最
：1

1

5

行
|

れ
？

ネ
の
'ミ

(

8〕

名
0

9
e
r Sombart, Die drei N

a
t
i
o
n
a

crk
o
n
o
m
i
p

 

J
O
J
O
. 

s. 
3
, u, II2_ 

く

.

C9) 

Alfred: A
m
o
r
m
r
o
b
j
e
k
t

 u
nd Gsndbegriffe der 

»
. 

>
c
a 
VS
2
V 
" 

Iux

(

.ュ)

.wobel̂

 

W
O
M
^
-
V 

w
. 

W
M
O
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周
知
の
如
く
リ
ぅ
カ
ア
ト
ば
經
驗
秤
學
を
自
然
科
學
^
歷
史
的
文
化
科
學
^

^
分
類
す
る
。
彼
の
主
張
が
其
の
.
® 

た

る

ウ

ダ
へ
火
ム
•ウィ

ン
テ
ル
\
ン
ド
の
影
響
を
受
く
る
こ
^
が
茶
だ
#;
い
之
^
も
亦
人
の
知
る
ど
乙
ろ
で
あ 

ら
ぅ
。
リ
ッ
カ
ア
ト
は
認
睛
目
的
及
び
認
_
方
法
の
.上

か

ら

上

記

兩

種

科

：

辱

の
* '
立

を
云
ぶ
0
で
あ
る
。
以

下
^
於 

て

は

認

識

目

的

か

ら

•
從S

識
方
法
か
ら
す
る
自
然
坪
學
識
史
科
學

S

槪
念
規
定
を
、
' リ
ッ
力
ア
ト
の
言
葉 

を
用
ゐ
て
窺
は
|

思
ふ
0
謂
ゆ
る
西
南
獨
逸
學
派
の
科
學
分
類
論
は
：
、
>
 ッ
力
t

 

k於V

展
開
さ
れ
て
？

"

科
f

し
て
の
歷
史
昼
織
論
的
根

.艫
を
與
へ
|

|

(

鑛
4

學
の
碳
能
_

謂

る
^
要

^
を
有
す
る
^
ど
は
云
ふ
ま
で
も
^
い
で
あ
ら
ぅ
^
先
づ
リ
ッ
カ
ア
ト
は
、
力V
ト

の

•-
*
面
？:
'
财
何
R
批
判 

す
る
か
。

• 

. 

.

.

.

.

 

. 

. 

- 

.
-
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.......

.「

す
べ
て
實
在
の
科
學
的
認
識
は
其
の
內
容
を
內
在
的
感
覺
世
界
^
仰
<"
ど

い

ふ乙
ビ

、
け
れV 」
も
其
の
形
式
は
與

へ
ら
れ
た
：る
も
の
か
ら
引
き
だ
す
こ
ど
が
出
來
な
い
ビs

ふ
此
の
一1

黙
に
於
て
、
吾
々
は
力
ン
ト
ど
全
然
一
致
し
て 

ゐ
る」

W

リ
ッ
カ：

ア
ト
は
云
ふ
。「

乍
併
普
通
に
カ
ン
ト
の
考
へ
ど
看
做
^
る
る
ビ
こ
ろ
の7

P

の
ど
吾
々
の
異
る
第
一
の 

織
は
、
與
へ
ら
れ
た
る
そ
の
も
の
も
吾
々
に
<
つ
て
は
猶
1
の
認
識
論
的
問
爾
を
含
ん
で
ゐ
る
ど
い
ふ
こ
ビ
で
あ 

る
。」

斯
く
て
彼
は
力
ン
卜
の
自
然
の
槪
念
、
詳
し
く
は
、
素
.材
ど
形
式W

の
結
合
R
ょ
つ
て
成
立
す
る「

經
驗
的
實 

在」

の
槪
念
を
檢
討
す
る
の
で
あ
る
。「

吾
々
は
事
物
が
.

一

般
的
法
則
に
ょ
つ
て
規
定
せ
?>
-
'る
る
限
6
、
事
物
の
存
在
ど 

し
て
の
カ
ン
ト
の『

自
然』

の
定
義
^
究
極
的
«'
©[
を
認
.め
は
す
る
が
、
然
し
力X.

ト
'は
、
';
與
へ
ら
れ
た
る
も
.の
の
槪 

念
か
ら
自
然
の
そ
れ
へ
.あ
ま
办
^
あ
わ
た
だ
し
く
ぅ
つ
办
す
ぎ
：は
し
な
か
0
た
が
ど
姐
ふ
。
從
て
彼
^
は
吾
々
の
言 

ふ
、
客
觀
的
實
在
の
槪
念
が
缺
げ
て
ぬ
る
。
，
言
葉
を
か
へ
て
.言
へ
ば
，力
ン
ト
は
客
，觀
的
實
在
^
自
然

ビ
?:
吾
.々
の
同 

意
す
る
こ
ど
の
出
來
な
い
方
法
^
於

て

同1

視

し

て

ゐ

る

ど

風

ふ

。

」
「

力

ン

ト

ば

又«
粹

«
性
批
判
^
於
て
、
科
學
の
. 

槪
念
を
自
然
科
學
の
そ
れ
S
同

一

視
し
' 
自
然
科
學
.の
前
提
、
：如
ち
方
法
論
的
形
武
を
同
時
；2
客
觀
的
實
在
の
範
« 

ビ
看
做
し
て
ゐ
る
L°(

l

v

:

':

. 

.

'
V
:
.
. 
'

 

い
.
‘

ソ
ッ
カ
ア
ト
；ぱ
與
べ
ら
れ
た
る
事
物
^
客
觀
的
實
在
の
形
式
$:
附
輝
し
、
以
て
客
觀
的
實
^

1
顏
成
ず
5
範
疇
2: 

構
成
的
範
疇V

名
.づ
け
.る
。
M
しV

此
め
カX

ト
の
客
觀
.的
實
在
&
可
能
な
：&:
し
む
：ム

構

成

的

形

式

ど
0
然

科

學

的

：

認
識
を
可
能
な
ら
し
む
，る
方

法

論的
形

式
ど
の
異
別
を
、
.
.因
果
#
.を
自
然
^:
則

^
の
槪
念
に
ょ
つ」

て
明
か
に
す
る
の

•
•
•
•
•
•
. 

.

.

.

:

.

.

.

.

.
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ニ
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八
0
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歴
史
^
か
.法
論
の
一
’面
 

■
笫

六

號.
j
1

ニ

で
あ
る
り
即
V
彼
は
云
ふ
'、「

人
々
ば
原
因w

結
果
ビ
を
.

『

結
び
つ
.け
る』

.或
る
名
0
、

即

ち

經

驗

的
*:
在

論

の

立

場

か
 

ら
云
ふ
ど
！
の
事
實
的
細
帶
で
あ
气
ゾ
認
識
論
的
立
.場
.が
ら
見
れ
ば
。
1
の
判
斷
必
然
性
^
考
ぺ
.ら
る
べ
さ
或
る
%
の 

の
中
ド
、
自
然
法
則
の
必
然
性
を
認
.め
，
が
く V

靖

果

的

に

制

約

せ.ら
れ

た

ふ

現

象

を

合

法

时

歡

化

^
同
厶
視
し
て 

し
ま
.ふ
。
然
し
な
が
ら
乙
れ
は
絕
對
的
妃
許
し
が
た
い
こ
ど
で
あ
る
。
乙
の
ニ
の
槪
念
は
嚴
密
妃
區
別
せ
ね
ば
な
ら 

な
い
。
必
然
的
の
^
の
を
合
法
的
の
も
のw

同

■一
 

視
す
各
必
®
は
決
し
セ
な
.い
普
で
あ
.る
。
.詳
し

く

は

、
，客
觀
的
な 

る
時
間
的
繼
起
は
、
言

a
換
へ
れ
*ば
吾
々
が
客
觀
的
實
在
の
必
須
な
.る
’要
素
5:
そ
ゆ
中
化
轉
め
ね
ば
な
ら
な
”

は
、
*因
凓
律
の
範
疇
仳
ょ
9
て
始
め
て
成
；立
す
る
か
ら
、
す
べ
て
の
客
觀
的
時
罾
變

^
は
、
因
果
的
^
.規
定
せ
.ら 

れ
た
る
現
黎
で
あ
るw

い
ふ
力
ン
ト
の
主
張
が
ょ
し
ん
ば
IE
.し
い
ビ

し

茗

ハ

T

の
出
來
事
.が
他
の
出
來
事
R
必
然 

的
忙
相
つ
ぃ
で
お
こ
る
^
いH

の
.は
必
ず
し
も
合
法
的
繼
起
で
あ
る
ビ
ば
言
べ
な
い
o 

.
ど
い
ふ
理
®
ば
、
若
し
？

っ 

で
な
か
つ
た
ら
、
客
觀
的
實
在
は
ニ
つ
の
互
に
相
容
れ
な
い
性
^
を
同
時
生
孕
有
ず
る
こ
ビ
^
な
る
か
ら
で
あ
る
。
 

即
ち
、
所
與
性
の
範
疇
の
下
^
考
へ
&
れ
る
す
べ
て
の
も
の
ば
、唯

一

度
さ
ヶ
の
も
の
、
個
別
的
の
も
の
又
，は
た
ぐj 

の
乙
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
傾
果
律
の
範
疇
^
は
所
與
性
0:
'
或
る
一
.定
，し
だ
«
齊
^
外
な
ら
な
い
ど
す
れ
ば
、
す 

.

ベ
て
の
因
果
關
係
も
亦
唯
一

鹿
ぎ
デ
の
個
別
的
な
過
程
で
な
け
れ
ば
な
ら
衣
い
。
換
言
す
れ
ば
若
し
も
因
果
法
が
客 

赃
的
赏
在
の
權
成
的
.範
疇
^
屬
す
る
な
ち
ば
.、
輕
驗
的
實
在
論
の
立
％

か
&
云
ふ
ぐ
、
客
»
的
實
在
の
知
る
所
は
唯 

個
別
的
の
因
果
結
合
の
.み
.で
あ
之
ー
從
て
各
々
の
事
實
的
因
果
關
係
は
他
の
事
實
的
因
果
關
係
S
性

質

上

.異

つ

て

ゐ 

る

'(
£
い
ふ
こ
マ

」

^
な
る
。
ヒ
れ
^
反
し
て
法
則
の
槪
念
は一

般
的
な
■る
槪
念
で
あ
ぅ
、
殊
R
す
べ
て
形
式
の
槪
念
は 

.

一

般
的
で
あ
：
.
、̂

所

與

性

の®
嚷
も
亦
一
般
的
.で
^
ホ
れ
ば
な
ら
な
いV 」

い
ふ
«'
.味
に
聆
て
一
股
的
な
る
の
み
；̂

^

——

-

-
--

- 

j
,
j 

■ 

- 

I
I

-

-
-
-

-
-
-

-
-

-
--

-
1
.--—

rj「

-
.
:

■ 

t 

m
，シ
.
r

- 

r
. 
ニ

ず

、
，
凡

吵

る

隹

然

法

爛

は
v，'I.

般

：的

內

容^
保

持
L
、

:'
#
べ
.の
因
果
.-«
.
<ロ
に
共
»
來
る
威
る
'飞
'の
:̂

表
«
.し
'
:1
;
.ゐ
る
か 

ち
、
法
則
の
槪
念
は
1
«的
な
る
も
の
のI

般

的

槪

念

で

あ

る
■€
い
ふ
意
味
に
於
て
^
亦
然
办
で
あ
る
。
そ
れ
故
に 

1,

般
的
自
然
法
則
が
因
果
律
ミ
同
じ
意
味
^
於
>
{ 

1の
構
成
的
範
疇
で
あ
る
ど
す
れ
ば
、
：經
*
的
實
在
論
の
立
場
か 

ら
は
客
觀
的
實
在
は
全
き
個
別
的
因
果
結
哙V

純
然
た
る
一
.般
钠
因
枭
關
係
.ど
を
同
時
^
體

現

す

る

ヒ

沄

.は
ね
ば
な 

ら
な

$
.。
乙
れ
明
か
な
る
矛
盾
^
非
ず
し
て
何
で
あ
ら
ぅ」

0
9)

斯
の
如
く
リ：

ッ
カ
：ア
ト
は
個
別
的
の
客
觀
的
實
在
は
カ
ジ
ト
の
云
ふ
一
.，般
的
JI
然
で
は
な
い
ど
論
じ
て
、
因
果
法 

<£
合
自
然
法
性
^
5:
^
別
し
て
51
^
云
ふ
、「

合
法
性
を
方
法
論
的
形
式
ど
し
て
因
果
法
か
ら
亂
別
す
るVJ 、
ょ
し
ん 

ば

凡

ゆ

る

實

在

が

：

因

果

的

^

制

約

せ

ら

れ

て

ゐ

て

も

、

法
則
化
就
て
は
何
等
顧
慮
す
る
所
も
な
く
た
V
個
別
的
因
架 

關
係
^
|
8識
し
ょ
》
せ
す
る
‘科
學
が
あ
4
得
る
譯
け
で
.あ
る
，

」

。
9)

か
く
し
て「

歴
史
學
I

實
際
、
法
則
科
學
の
、
 

槪
念
：の
も
V

R
は
持
ち
來
3
,れ
得
な
s

«
史

學

を

、
，
へ
充
.分
^
因
果
律
を
是
認
し
^
か
.ら
、J

個
の
科
學
ど
し
て
、
殊 

R

t
の
槪
念
の
內
容
ビ
い
.ふ
點
か
&
見
.れ
ば
.凡
ゆ
る一;

般
の
：法
則
.科
舉
ょ
办
も
客
觀
的
實
在
にI

層

近

：づ

い
て
.ゐ
る 

科
學
ビ
し
て
理
解
す
べ
さ
途
が
ひ
ら
か
れ
る」

。
？)

.

'„ 

- 

y

ッ
力
ア
ト
の
主
張
す
る
科
學
ヾ
し
し
て
の
歴
史
の
®

®
論
的
根
據
を
窺
り
な
吾
々
は
、
愛
に
於
て
彼
^
對
す
る 

ゥ
ィ
ン
デ
,
パ
ン
ド
の
影
響
を
述T

ね
ば
な
ら
.な
い
。
即
も
：.，一
八
九
.四
年
ス
ト
ラ
/ス
ブ
ル
ク
大
學
總
長
就
任
講
演
に 

斯
：て
ゥ
ィ
ン
デ
グ
ン
シ
ド
は
次
の
如
く
論
じ
た
。「

經
驗
科
學
は
«
在
{
>
3
.
^
^
1

0*
1
1
£

〕

：の
！S

識
R
於
て
、
自
然
法
則 

,

の
：形
式
^
於
.け
る
普
遍
的
な
.：る
.も
の
^

: ^

>
1哫

3
£3*

0
,か
、
又
は
.歷
史
的
^
規
定
.せ
ら
れ
'た
：形

態

化

於

け

る

個

物 

s
a
s

 

E
i
n
z
e
l
n
e
v

を
求
め
.る
^
の
で
あ
る
。
其
の
一
は
現
實
的
生
起
.の
常
k
同
.一
な

る

形

式

を

觀

察

し

、

他

は

.現

實

%
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十
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八
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;
>

瀝
'歳
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笫
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授
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!
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邊
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六
：
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二
四

;
的
.生
起
め1

■同
的
な

其

：
.れ
自
身
K
於

^
規
定
：せ
ら
れ
た
內
容
を
觀
察
す
る
。
.前
者
は
法
則
科
：學
で
あ
>

、
後
者
は
事 

件
科
擧
‘で
：
あ

る':
9
か

れ

：：
は

常
'̂
在

る
^
之

ろ

の
^
の
>
敎

：べ

、
之

れ

は

嘗

て

在̂
し

ビ
^

^
の
^
:の
を
敎
：へ
る
。

學 

..的
思

權

は

前

：の
場
合.
は̂
摘
則
定
立
的(

1
1
0
1
1
1
0

穿

1
:
1
5
<
:
1
0
_

で

あ

人

後

.の
場
合
^
は
.個
性
記
述
的(

0:
0,
^
^
^
<
:
1

】)

で

ぁ
る」

。？

典
の
，料
#

1

識

目

的

海

す

暴̂
 

を
與
へ
た
の
で
あ
る
。

:

即
.ち
リ
ッ
ヵ
ァ
ト
は
.一
九
〇
ニ
年
に
初
版
を
、
:
1九
|
三
年
^
改
訂
ニ
版
を
、j

九
ニ
：1
年
^
增
訂
三
、
四
版
を
出 

し
た
著
作「

自
然
科
學
的
槪
念
耩
成
の
.眼
^

^
於

て

、「

自
然
料
學
，が
與
6
得
ざ
名
自
然
科
學
的
槪
念
構
成
の
限
界
を 

.定
め
る
先
の
U
、
.，.1
_
囘
的
經
驗
的
現
實
胜
自
：身
に
外
：«
;&
;

吾
.
'々
は
.之
^
其
の
'直
觀
性C

A
n
s
c
r
U
H
C
h
k
e
i
t
)

及 

:び
個
'別
性(

1
1
1
肯

0:
£

1泛
0
に
於
て
->
直
接
.に
、
：，意
味
^
於
て
經
驗
す
る」

せ

〕

ビ 
一

K

ひ
、「

歴
史
は
亦
科
學
ビ
し
て
現 

實
.在
を
、
普
遍
的
な
る
_も
の
を
顧
献
し
つ
：、
叙
述
す
る
，こ
ど
5:
企
て
る
の
で
.な
く
、
却
つ
て
：常
^
特
殊
的
な
る
ネ
の

•
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.
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k

 

.
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.
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.
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I
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一-

'

 

、

及
び
個
別
的
な
る
も
の
を
顧
虛
し
つ
、
叙
述
す
る
乙
^
を
企
て
る
の
.で
あ
.る
。
個
別
的
な
る
も
の
及
び
一
同
的
な
る 

も
の
の
み
が
現
實
k
生
起
す
る
'0
そ
し
て
ー
囘
的
現
實
的
生
起
自
身
に
激
て
語
る
科
學
は
歴
史
科
學
ビ

呼
ば
れ
ね
ば 

な
ら
な
い」

?〕

ど
述
ぶ
る
^
ろ
に
之
'5
:
見
る
の
で
あ
る
。
更
に
ゥ
ィ
ン
、デ
ぐX

ン
ド
が「

對
象
の
一
同
性
、
不
可
比 

較
性
.の
中
^
吾
々
の
凡
ゆ
：る
價
値
感
情
が
根
ざ
し
て
ゐ
る
。」
即
ち
，

「

入
間
の
凡
ゆ
名
興
味
及
.び
判

斷

‘

凡

ゆ

る

偾

値

.
.

.

.

.

.

.

-

.

:
ハ.

.

.

' 

.

.

.
 

. 

;:

規
定
は
、
個
物
及
び
：
一
囘
的
在
る
も
の
.に
_
係
す
る
，も
の
，で
あ
.る」
ハ8)

^
云

へ
る
こ
^
は
、
リ
ッ
力
ァ
ト
が
主
張
す

.

.

.

.
•
. 

. 

' 

. 

• 

• 

- 

• 

• 

• 

-
•
•
-
•
•
• 

- 

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

I 

:
.
.
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

る
靡
史
科
學
.の
認
識
目
的
た
る
個
1別
性
の
槪
念
規
定
^
大
な
る
啓
示
を
與
へ
た
の
で
あ
る
。 

然

ら

ば

歷

史

科

學

の

認

識

目

的

た

，
る

個

別

性

は

如

何

^
し
'て
認
：識

：せ

ら

れ

る

：か

。

乙
：
の

爲

め

ic
は
個
別
性
を
選
擇

し

—

一

す
る
原
理
を
必
要
.ミ
す
る
。
、即

ち

爱̂
於

：
て

：
歴

史
.科
學

：の
認
說
方
法
が
掛
題
，ビ
55
:
-る
の
セ
あ
3
、
51
R
ば
認 

識
方
法
か
ら
营
つ
て
自
然
科
學
ど
歷
史
科
學
ど
そ
區
別
す
：る
之
'ど
^
.
.な
名
，の
で
&
る
。

:
」

/

’
:•
;

:(

1
>
.
山
内
得
立
諍
、
■認
識
の
對
象
。：

三
：.一
七
丨
八
賓
。(

ネ2

 I

九
2
1
!苹に
：方
咐
3
れ
た
參一.1

版
：の
飜
_
で
あ
る

、
。

リ
夕
カ
ア
ト
に
於
て 

は
ノ
如
何
な
る
擧
的
認
識
も
論
理
的
に
、所
與
性
の
範
_
、耀
成
的
範
疇
及
ぴ
方
法
的
範
疇
の
三
層
を
經
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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ゥ
ィ
ン
デ
ル
：ヴ
ン〗

ド
が
歷
皮
學の

：.

方

法

を

現

實

的

生

满

の

朝_
記
述
的
で
あ
#
ど
し
た
之
ミ 

る
が
、_之
の
み
を
以
て
し
て
.は
尙
«
史
學

0
-概
念
構
成
の
规
定
k
當

P
て
：不
充
分
：で

あ

る

：

v

し
な
け
れ
ば
な
.ら
な
い
。 

:3
?
ッ
^
,ア
ト
は
：之^
就
七「

そ
れ
は
歷
史
猶
方
法
の
本
»
そ
_
取
，1
而
の
み
を
、
確
.か
^
供

.の
消
極
的
な
侧
面
:2
:
示
す 

K
過
ぎ
な
い」

C
1

)

室
為
ふ
。
：即
ち
.ゥ
ィ
グ
-
ル
\
グ
ド
の
..考
察

は

靡

史

學

の_
極

的

靡

義
$

不
す
^
业
ま
る
。
之
に 

對
し
：て
リ

ッ
カ
ア
ト
は
歷
史
學
的
槪
念
»
成
:0
問

譽

.績
極
的
^
挺
開
せ

^
ズ
_
て
れ
の
で
：あ

る。
：
：
^

ら
る
、
.
.凡
ゆ
る
事
實
を
報
吿
ず
る
も
の
^
は
な
レ
0
そ
れ
は
個
别
的
事
實
の
孩
冗
そ
記
述
す
る
冬
の
で
は
な
い
。
歷

史
，に
於

.て
，は

，

「

非

本

質

的

な

る

も

の

か
.'&
本
質
的
な
る
も
の
の
選
擇
が
，行
は
れ
ね
ば
な

:&
な
.い
^

...
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第

，
ニ
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五

卷

C

八
：
八
四

〉

歷
处.舉
方
法
論
の
：I

面

.

笫
六
號
.

.

一

一
六

る
個
性
記
^
的
^
る
も
；の
で
な
く
、
k

-m
な
^
事

件

科

學

で

は

M. s

。
此
の
歷
史
が
歷
边
學
的
化
本
質
的
な
る
も
の
- 

の
み
を
叙
述
す
る
^

^
ふ
時
、
:其
の
選
擇
棘
：1

何̂

奶

:1
0
に

行

：は

れ

る
^

.

n

w

l

kし

て

然.か

も
.統

：

，一

的
*
る
.多

艨

を

，
普:.
®
御
價
«
c
a瓦 

理
論
的
^
關
第
せ
レ
む 

る」

c

d
が
歷
史
學
的
槪
念
.•構
成
に
於
て
必
要
な
の
で
あ
^
•で
.：あ
'る
。-
此
：の
；實
.在
の
多

樣

：の
中
か
ら
歷_史
.的
非

本

質
. 

ょ

ぅ
本
質
^
な
名
も
：.の
?:
選

出

す

る

原

理

は

、

そ
れ
が
鑛
擇
で
，あ
る
以
上

.は
：判

斷

で

あ6
評
價
，で

あ

る

ベS
で
あ
る 

が

、
此

尊

说

前

科

學

的-の

^:

の
で
あ
^
歷
史
學
'の

論

：
理

學

的

；
考

察

に

於

て

は

；
問

題

.

VJ

す

ベ

で

は

S.い
o
ff
i
要
な
る 

こ
ど
は
普
遍
的
價
値
^
觀
係
せ
し
め
て
本
質
助
な
る
^
の
を
選
び

斷
し
評
價
す
る
の
で
は
.な
く
？
理
'論
的
に
事
實
ビ
事
實
ど
の
關
係
を
價
値
^
關
，係

せ

し

め

る

の

で

，あ

る

。

ソ
ッ
カ
ア 

ト

は

去

ふ

、

「

歷
史
.は
價
値
?:
評

價

す

る

科

學0

ユ̂
3
0.
6 w

issen
s
c
h
a
f
t
)

で

は

な

く

、
價

值R
關

系

せ

し

.
ゴ
-6
科
學 

(wertbezichende 

W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
)

で
あ
る」
。
3

即
ち
歷
史
科
學
の
認
識
目
的
た
る
個
別
性
を
價
値
に
關
係
せ
し 

む
る
こ
v
R
r
'
o
て
始
め
て
其
.の
.統」

が
.可

能

^
な
る
の
で
あ
る
デ

 

パ
”

リ
ッ
ヵ
'ア
ト
は
.他
の
•個

所

に

於

て

云

ふ、r

總
て
現
實
的
な
石
も
の
は
個
別
的
で
あ
6
見
通
し
の
つ
が
な
い
程
多
様 

で
あ
る
が
故
，に
、'個
；別
化
的0!
解

は一

つ
の
現
實
體
の
全
個
別
的
多
樣
を
顧
慮
す
る
乙
^
は
出
來
ず
、：

之
^
反
し
て 

歷
见
家
は
其
の
叙
述
化
於
て
風
實
體
:?
:
.ぽ
常
^
單
純
化
す
る
.外
は
な
い
0
思
..ふ
^
人
々
.は
此
め
事
^
對
し
て
、
歴
史 

は
大
抵
の
揚
合
に
.其
の
叙
述
せ
ん
^
す
る
出
來
事
^

«
し
て
其
れ
が
知
3
和

い

ビ

願

，ふ
ょ.办

は

ょ

い

如

い

し

.
か

知

ら
 

な
.

S

も
.
.の
.で
：
あ.
^
.
.
其

れ

故̂

.吾

々
-«
其

の
#
料
|:
.尙

ほ

單

純

化

す
'.るM

.
^

を
'以
..て

歷

史.の

任

務

VJ

す

る
.こVJ

は

出
 

來

次

い:'
ど 
一

K,

つ
：.て
非
雛
を
加
へ
る
様
^
乙

？
は
，な
か
：ら>フ
。
：'
»
.か
る

材

料

邵

食

典

據

』

の
»
純
化
：が
.此
處

に
開
題
.

!!\
*

j

f
ビ
な
つ
て
ゐ
.る
の
で
は
な
い
。

ビ
云
ふ
の
は
其
の
'材
料
の
完
全
又
は
不
完
全
ビ
云
ふ
乙
ど
は
論
理
的
に
は
偶
然
的
な 

る
こ
ビ
で
あ
う
、
從
て
其
れ
は
此
の
場
所
に
於
.て
は
全
然
問
題
外
の
事
で
あ
る
か
ら
。
唯
歴
史
的
出
來
事
自
身
の
多 

樣
性
^
此
較
し
て
歷
史
的
槪
念
の
內
包
が
所
有
す
る
單
純
性
に
0
い
’て
の
み
此
處
^
は
語
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
斯 

か
る
出
來S

に
於
て
は
：、
.吾
々
が
其
の
出
來
事
^
つ
い
て
.知
6
得

た. 一

切
の
事
情
が
歷
史
的
で
は
な
く
、
其
れ
故
に 

歴
史
家
は
常
に
彼
£ 

5
て
本
質
的
な
も
の
を
其
の
客
職
の
內
容
か
ら
選
擇
す
る
で
あ
ら
う
。：

然
る
k

K
史
科
學
k 

於
て
は
斯
か
る
選
擇
ど
改
造
ど
の
某
礎
に 

一
o
.の
原
理
が
存
し
な
け
れ
'ば
な
ら
な
い
。
從
て
其
の
原
规
を
明
瞭
に
說 

明
し
て
乙
そ
始
め
て
_歷
：史
的
方
法
の
論
理
的
本
質
の
：洞
察
が
完
成
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
ど
如
何
な
る
一
般
化
的
科
學 

k
於
て
す
&
も「

恐
ら
く
：何

人

も

彼̂
如
何
な
る
興
味
?:
も
與
：へ
な
い
所
の
'客
體
を
ば
硏
究
し
な
い
で
あ
ら
う
。然
ら 

ば
又
其
の
典
味
^
共
に
其
處
化
は
價
値
結
合
が
存
し
て
t

^
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
其
れ
は
疋
し
い
o
け
れ 

ざ
も
斯
か
る
輿
味
は
心
®
的
假
定
k
Ji
す
る

乙
ビ
で
あ
つ
て
'、，：#
學
の
論
理
的
構
造
に
«
す
.る
事
で
は
な
い
し
。「

人 

々
は
尙一

步
進
ん：：

で
.
1般
化
的
漑
念
構
成
^
於
.け
る
其
の
典
味
は
孰
れ
^
し

？

疋

：
し

ぐ

一

0
:の
興
味
仅
る
^
違
ひ

1 

は
な
い
の
：で
あ
づ
ー
て
、
本

«
的
な
る
も
0
を
非
_本
質

的

な
'る
处
の
：か
ら
：區
別
す
る
ー
こ
ミ
は

#
て
確
か
^
^
^
^
^

琴

^
し

て

表

示

せ

ら

れ

：な
g

Hr
な
&
な

い：：、、
：

而

し
.

P

若
し
斯
檬

^
本
質
的
な
る
も
の
其
办 

念

？
な
：
る̂
す
れ
ば
？
然
ら
：ば
儐
値
結
合
泛
宕
ふ
こ
ど
.は
：科
學
的
槪
.念
構

興

の

：槪

念

が

ら

管

ド

心

_
 

ミ

が

出

來

，な

い

：の

み
*
&.
ず

尙

：又

論

现

：

的

に
^
引

き

離

す.こ

？

の
出
來
な
い
へ
ー

：

要

素

であ
る

、

S
斯
く
云
ふ
乙
^
が 

出
來
る
？
其
.の
こ

ど

も

亦

正

し

：い
。
：

.乍
併
斯
か
る
價
値
結
合
は
料
學
の
客
體
其
办
も
办
咚
關
係
す
る
の
で
は
な
く
、

之
^
反
‘し
^
其
れ
は
事
ち
科
學
の
論
理
的
昆
的
‘
其
^

^
念

構

成

が

評

價

發

ら

れ

多

の

で

あ

る

」

。̂.
^

第
二
十
五
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八
八
2£
.
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史
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面
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第
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m

史
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方
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第
六
號 

一
--
-
.
八

、ァ
.：
ト
：
は

「

麼

史

は

.
菅̂
;"
あ

ち

ゆ

る

科

學

辦.之
を
な
す
|
|
-̂'
^

る
：の
み
な
ら
ず
、

歷
史.の
論
理
的
.本
質
：
^
ば
：客
體
^
.結
每
せ
&
れ

仿

を

樹

ほ
他

の

が

屬

ず

る

の

で

あ

つ

て

、
此 

.の
：價
値
な
<
し
：て
ば
'
1般
：に

摘

別

化

的

：理

解

が

不
®

:■即
ち

靡

史

料

學

；の
認
識
目
：的

相

を

個

別

性

は

.唯
へ一

ら
^
:
%
&
:
で
：あ
み
.
れ
：自
# :
僂

値

を

有

す

る

ジ

の

で_.な
け

^
ば 

な
.ら
.な
'い
>
11
^
を
の
個
別
性
を
«
値

^
關

係

ぜ

：
じ

：
び

务

^
^
^
:キ
9
 ̂

が
可
能
：ミ
な̂

办

で

：
あ

：
る

。
.：
爱
 

に

於V

檢

討

を

必

要

せ.す
：る

罗

ぐ

は

斯

か■る
偾
値
：S

M
類
、の
何
セ
あ
；る
：:

ふ
^
せ
で
.お
か

が

？

之.は
^
に
.周
知
の 

こ
ど
^
屬
し
：今

玆

で

筆

者

が

敢

て

聱
»
を
#
ず
^
で
^.
:
な
^

;̂
を
で
あ
ら
ぅ
.ビ
©
ぶ
9
從
て
妓
忆
ば
/s
i

次
の
ソ
ッ 

ヵ
ァ
'ト
の
言
葉
ゼ
引
用
す
る
桉
北
め
：ぞ
フ
'9
日
く
、「

充
化
價
値
@

&:
6
ミ
艮
^
の
：み

が

科

學

ミ 

な
ら
し
め
.る
の
で
あ
を
。し(

$
バ
：

「
，歷

班

家

は

先

づ

、
，
此

の

見

渡

：し

得

ざ

ふ

多

數

、の

個

別

的

即

ち

異

猶

的

客

«
.
の
中

 ̂

於
'て
、
そ
の
個
別
的
特
性
R
於
.て
：文
.化
價
値
そ
の
.も
：の
5:
真
：現
し
.て
ゐ
：る

客

觀

が̂

ゐ
る
客
觀
の
み
を
觀
察
す
る
の
で
あ
る
：o
;、.そ
し
；て
總

で

の
個
が
の
客
«
が
，
を
办
個
別
性
に
於
：で
歷
史
家
に
典
へ
て

b
る
ど
乙
ろ
の
見
渡
し
得
ざ
る
多
數
の
客
觀
の
中
に
あ
：ウ
：ヤ
、；
歴
史
家
.ば
、
：直
に
、、
文
化
發
展
に
對
ず
る
意
蓊
の
依

存
す
る
ど
こ
ろ
の
客
觀
、
ま
た
は
歷
史
的
倜
別
性
を
單
な
る
異
糧
他
か
ち
區
別
せ
し
め
る
ビ
こ
ろ
の
も
の
を
選
び
出

す

の

：で

あ

る

。.'
現
實
性
ギ
し
て
め
猶
然
の
槪
念
が
、
普
遍
か
ら
見
て
、M

然
科
學
に
對
し
て
'選
擇
の
原
理V 」

な
る
が

如
く
^
、
文
化
の
槪
念
は
.、
歷
史
的
槪
念
構
成
に
.對
し
て
：、
本

質

的

な

も

の

の

選

擇

の

原

瑰

c
pn.
s
.̂
p
.ぎ

A
u
s
w
a
M
)

を
與
へ
る
0
叙
述
さ
れ
ぅ
る
歴
史
的
個
別
性
e

y
ふ
漑
念
ば
、
交
化
^
結
び
つ
け
る
價
値
k
由
つ
て
始
め
て
構
成

 ̂

れ
る
の
で
ぁ
る」

0
0
0
:
;
'

撕
ぐ
て
.ゾ
/
,
.ァ
ド
に
據
れ
ば
、
:經
驗
科
萆
を
&
然
.科
學
ど
歷
史
的
文
化
科
學
ど
に
分
ち
、「

糜
史
的
丈
化
科
學
は
、
 

文
化
科
學W

し
て
は
普
遍
的
文
化
價
値
に
關
係
さ
れ
た
客
®
を

論

じ

、

ま
た
，
歴

史

科

學
W

し

て

.は

客

觀

の

特

殊

性

個 

別
性
に
於
け
る
ー
囘
的
發
展
を
論
ず
る
の
で
あ
る
。」

9

>

;

.':

'

(

1
ン 

Rickert, .op. 

cit, S
，
2
06，

v、
2 

V Rickert, op. cit. s. 

225. 
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•
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o
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s. 245..

O
〕
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田
邊
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1
1譯
、歴
史
哲
學
0
八
ー
丄
ニ
莨
八
六'其
、及
び
八
七
茛
0(

本
書
ばG

e
s
c
h
i
c
h
t
s
p
h
i
n
p
h
i
e

 

i
p
: D:

e
.
F
£
o
s
o
p
h
i
e

 

i
m

 Beginn 

M
o
. 

w
c
o
o 

の
'麵
p
で
あ
る
o)

' 

>

?

w
穿kert, 

O
P
.
.
C
F 

s.,396.

何
此
：の
點
.に
就
て
は
此
：の
書
.

一

二
A
九
丨
S
O
N
^

.(

8〕

.
佐
竹
敕
雄
課
'
文
化
科
學
せ
自
然
科
學
。
改
譯
0 
ニ
〇
.ニ
茛
。(

本
書
：は
1
1ー
阪
の
飜
譯
で
，あ
る

〕

。

，

?) 

'前
揭
書
0
ニ
三
〇
贫
0
リ
ッ
ヵ
ァ
ト
は
此
の
ニ
種
の
科
擧
の
外
に
兩
者
の
中

|1
5

]

の
領
域
に
位
.す
る
馄
合
形
式
.の
科
褂
を
存
布
せ
し
め
て
ゐ
. 

'

る
。(

ニ
三
八
|
五
七
页
參
®

。

. 

-

Tfĉ 

\

n 

. 

.
■
:
,
■'. 

, 

‘
■'

以

上

に

ょ

つ

て

少

し

く

其

め

姿

を

：明

か

に

し

た

规

論

的

«
値

關

係

的

個

：別

化

の

原

现

^
ょ

つ

て

成

立

：し

た

個

別

性 

は
ノ
相
互
無
關
係
め
も
の
で
は
な
い
か
、
11
^
は
そ
れ
は
偶
然
^
捉
：.
.へ
ぢ
も
の
ヤ
は
な
い
か
ビ
..の
疑
間
も
.時
に
ょ
つ 

て
起
る
で
あ
ら
ぅ
J
之
に
對
し
て
リ
ッ
方
チ
ト
.は「

歷
史
的
事
實
は
他
の
.事
實
ど
因
果
關
係
^
立
つ
も
の
で
あ
る
J(

l)

笫
ー
.

I

十
五
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歷
史
學

.方

.法
論
.

Q

一
面 

第
六
號：

一
ニ
〇

5
芬
ふ
。
：即

ち

彼̂
據

れ

：
ば

個

別

性

：
は

.因
果

關

係
^
ょ
：
つ
て
制
約
さ
る.る
ネ
の
で
あ
る
？
從
て
其
の 

R

M
係
無
弇
も
|
.のー
；で

は

なS

0
で
あ
る 

> 

.
又

此
9
論

據
^

^
つ
¥
個
.別
性
が
偶
然
な
る
；も
：の
^
非

ざ
-5
.乙
芩
が
明
か 

k
さ

れ

ょ

ぅ

。
，；
何̂
な
れ
ば
：偶.然
S
は
、、

「

相
互
k
原
因
及
び
結
:*
の
_
係
な
く
、
又
.共
a
の
原
因
の」

關
係
K
依
存
せ 

ず
、
從

.て
相
互
^
必
然
的
に
束
縳
せ
ら
れ
ざ
る
事
實
の
一
致
5:
云
ふ
し
9〕

か
ら
で
あ
る
。
歷
史
が一

囘
的
個
別
的 

現
實
在
の
科
學
で
あ
る
^S

ふ
こ
^
は
、
決
し
て
相
互
無
關
係
な
個
別
性
を
其
の
目
的
ど
す
るV

J

い
ふ
乙
^
で
は
な 

い
。
個
刎
性
は
因
果
關
係
を
有
す
る
の
で
あ
る
.
0
愛
^
於

て

問

題

^
な

る

の

は

牝

の

因

果

關

係

に

對

す

る

歷

史

學

的 

見

解
で
あ
：る：
。
' 

,
.
.
'
.

リ
ヅ
ヵ
ァ
ト
^
從
へ
ば
、
自
然
科
學
的
認
識
^
於
：け
る
.方
法
論
的
範
疇
は
因
果
法
則(

^
层
巴
1

&)

で
あ
る
0
そ 

は
自
然
科
學
的
槪
念
構
成
k
あ
つ
て
は
、
必
然
的
普
遍
的
妥
當
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
i
、
合
法
則
的(gesetz&ssig) 

に
妥
當
す
る
も
の
で
あ
る
。
.因
果
法
則
は「
原
因
及
び
結
果
ど
呼
ば
れ
る1

1

つ
の
對
象
の
、常
に
存
在
す
る
相
違
か
ら 

杣
象
し
て
、
源
因
は
も
れ
自
身
葙
す
る
ょ
ぅ
決
し
て
多
く
を
齋
3
な
い
ど
云
ふ
ネ
の
で
あ
る
。
之

は

0'
?
运

s
q
u
a
t

 

effectual

の
命
題
^
戡
く」

。「

自
然
科
學
が
原
因
結
某
>の
結
合
の
無
條
件
的
普
遍
的
命
題
を
立
て
る
，̂

は
、『

此
の』

原 

因
は
常
に『

此
の』

結
果
を
齎
ら
す
ど
考
へ
る
。1_
9〕
之
^
ょ
つ
て
示
さ
れ
た
る
-か
如
く
原
因
ど
結
果
ど
は
同
等
^
ド 

A
e
q
u
l
e
n
z

 

der 

u
r
s
a
c
h
e
n
i
d

«
象

0
で
立
る
。
即
ち
玆
R
成
立
せ
る
因
果
法
則
は
因
果
相
等(Kausalglei- 

c
h
u
n
g
)

で
あ
る
。
然
る
に
歴
史
學
^
於

て

個

別

的

な

る

原

因

結

果

の

關

係
?:
、

一
 

囘
的
個
別
的
^
規
定
す
る
も
の
ょ 

乙
の
因
果
法
則
で
は
な
く
個
別
的
因
果
律
?

&:
v
Q:
s
l
l
e 

KausalitK
)

ど
呼
ば
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
歷
史
學
的
18 

a
の
方
法
論
啲
傭
禱
た
る
%
の
、«
個
別
的
@
果
_律
で
ぁ
る
。
そ
れ
は
振
史
：舉
御
|概
念
«
成
に
ぁ
っ
て
«
姻
別
的
妥
當

を
有
す
る
a
而
し
て
注
意
す
べ
さ
こ
ど
は
此
の
個
別
的
«
果
律

^
合
法
則
性
は
許
容
せ
ら
れ
な
い
沙
で
あ
る
。
7
ゾ 

「

個
別
的
な
る
因
果
事
象
に
於
て
は
原
因
ご
結
果
ど
.は
.差
異
が
あ
々
、
常

k
何
等
か
新
た
な
る
も
の
貧 

即
も
前
ド
は
未
だ
存
在
せ
ざ
6
し
も
の
が
齎
^
れ
る
し
"
?
>

「

從
て
歷
史
に
は
因
果
相
當
1
般
の
概
念
は
認
め
ら
れ 

ず
、
ニ
つ
の
個
別
的
滕
史
的
事
象
の
因
*
|1
«
を
記
述
せ
ん
^
す
る
^
き
は
、
そ
れ
：は
因
果
不
相
等(Kausalunglei- 

c
h
u
n
g
)
R

於
て
の
み
行
は
れ
得
る
。
即
k
小

^
る
原
因
が
大
な
る
結
果
?:
齋
ら
す(

E
e
i
n
e U

r
s
a
c
h
e
n
—

grosse 
W
i
r

丨 

k
u
n
g
e
n
)

ど
の
命
題
で
あ
る
。」

か
く
て「

歷
办
的
本
質
的
結
果
を
歷
史
.的
非
本
質
的
原
因
ょ
6
生
ぜ
し
め
得
る
。し
Y〕 

斯
く
し
て
個
別
的
因
果
律
は
.

一.

囘
的
個
別
性
ど
他
の
一
同
的
個
別
性
t
の

一

同
的
特
殊
的
因
果
關
係
を
規
定
し
得
て
、
 

玆

R
個
別
性
の
認
識
は
成
立
^
れ
る
の
で
あ
る
。
リ
，ッ
ヵ
ァ
ト
，の
云
ふ
因
果
關
係
k
對
す
る
自
然
科
學
的
見
解
^

® 

史
的
見
解
ビ
の
差
異
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
認
識
目
的
ド
ょ
气
及
び
認
識
方
法
^
ょ
つ
て
自
然
科
學
^
歷
史
科
學
ど
を
分
類
し
た
タ
ッ
ヵ
ァ
ト
の 

主
張
は
、
今

事

新

し

く

.
其

の

言

葉

を

引

用

し

て
論
ず
.る
要
も
な
い
程
め
廁
知
の
事
實
で
あ
ら
ぅ
し
、
又
其
の
主
張
も 

敉
擧
す
る
に
遑
な
き
程
に
凡
ゆ
る
方
而
か
ら
論
究
し
批
判
^
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
筆
者
が
敢
え
て
玆
k
s :
上
犀 

:を
赏
ね
る
の
擧
^
出
で
た
所
以
の
％
の
は
、
彼
の
主
張
を
し
て
メ
ン
ガ
ァ
の
所
論
の
1
批
判
に
當
て
る
ど
共
^
、
メ

. 

ン
ガ
ァ
k
於
て
缺
く
る
ど
こ
ろ
の
あ
づ
れ
個
別
的
な
.る
も
の
.の
認
識
の
發
展
相
を
.描
か
ん
‘か
爲
め
で
あ
々
、
M
.
Rは 

-

歴
史
學
k
於
て
法
則
定
立
を
否
定
す
る
論
者
の一

代
表
た
ら
し
め
ん
.が

：
爲

め

，
で

あ

：
つ

た

°-
即
ち
タ
ッ
ヵ
ォ
ト
^
あ
つ 

て
は
方
法
は
ニ
ー
兀
的
で
あ
る
。
普

癍

化

的

方

法

ど

個

別

化

的

方

：法

^

^
關

聯

し

，て
沒
價

値

的

：、

及
.び
價
値
關
係
的
見 

方

を

相

對

立

せ

し

め

、
以

て

自

然

科

學

ビ

羅

史

，ビ

を

.區
別
し
た
。
：從
.て
歴
史
が
自
然
科
學
的
に
取
扱
は
れ
得
べ
さ
も

笫
ニ
十
芄
# 

(

八
八
九)
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史
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方
法
論
の
一
面 

第

六
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歷
也
學
方
’雛
の
：f

而 

务
、よ
.

ニ
三 

の
で
な
い
乙
ビ
は

勿
論
：で

あ

々

、.'
..又
歴

史

ぬ

法

則

が

成

立

す

る
.が
如
：さ
乙
‘？
ば
な
い’の
で
あ
る
。
リ
ッ
力
ア
ト
が
方 

法
論
上
か
ら
普
遍
匕
個
別
ど
の
差
異
か
ら
.し
て
、
普
遍
^
的
方
.法
を
線
る〉

も
.の
を
&,
然

.
科

學

せ

し

、

/ '

個

..别̂

^
方
法 

をw

る
も
の
を
歷
史
で
あ
る
ど
處
別
す
る
時
、
^
ば
果
し
七
截
織
區
別
が
れ
，
自
.然
料
學
S
雖
i
個
別
化
的
方
法
を 

又
歷
史
k
於
て
普
遍
化
的
方
法
に
據
る
乙
:̂
:
は

全

く

許

容
^
れg

"
w

こ
ろ
.で
あ
ら
5.
:
'
:
が

。
此
の
：問
題
^
對
し
て
リ
ッ 

力
ア
ト
の
.主
張
は
次
の
如
ぐ
ぐ
で
.あ
る
0
:

.

」

一
 

.

旣
R
メ
ン
ガ
ア
も
其
の
方
法
論
的
著
作
の
中
で
云
っ
て
_ゐ
る
；
ど
で
あ
る
が
、
.一、般
的
及
：び
.個
別
时
な
る
科
學
的
. 

認
_
の
. 一|

部
門
の
對
立
ぁ

A

V

ど
雖
も

.
、

•其
等

は

，現

象

世

界

の

全

餅

域

に
對
し
て
孰
れ
名

同

樣
^
適

用
3
れ
得
る
の
で 

あ

る

。

之
^
就
て
は
ソ
ッ
ヵ
ア
ト
も
自

然

科

學

ど

'
歴

史

科

寧

^，
を
對
立
せ
し
^
た

:̂
は
云
.へ'，
尙
そ
れ
は
究
S
的
の 

こ
ど
で
あ
っ
て
實
際
^
は

一

の
科
學
が
他
の
科
學
を
、
又
は
後
者
が
前
者
を
全
く
排
斥
す
る
も
の
で
な
い
旨
を
述
べ 

て
ゐ
る
。；
乍
併
こ
の
i

は

1

0の
獨
立
し
た
認
識
目
的
?:
'
有
す
る
：乙
ど
な
，V
し
て
存
在
し
得
る
：ぐ
い
ふ
ミ
ど
で
は 

な
い
。
ソ
マ
ヵ
ア
ト
^
據
れ
ば
、自
然
科
學
^
於
て
.は
普
遍
的
な
る
：も
の
は
其
の
0>
§
で
あ
る
：.が
、:.
;
之
^
反
し
セ
歷
史 

k
於
て
も
普
遍
的
な
る
も
の
を
用
，

Q

る
が
、
を
れ
は
單
k
和
&
校

§:
^
過
ぎ
な
い
：办
で
あ
る
。
.，而
し

て「

科
學
を
哚 

徵
付
け
る
も
の
は
其
の
手
段
で
は
な
く
し
て
、.其
.の
：究

極

目

：陳

(

N
s :〕

^
の
セ
'あ
る
o」

c
7
. 

V
.

:

之
に
關
し
て
.ゾ
ム
ペ
ア
ト
は
嘗
S

s

i

3
た
。即
ち「
凡
t

歴
史
は
係
•
き

小

を

描

く

名

の

で

あ 

气

現

a
的
具
體
的
出
來
事
を
記
錄
せ
ん
ど
..す

る

。
，
然

し

現

實

的

な

る

も

の

は

I
#

的
意
義
を
以
て
し
て
は
完
全
に 

表
現
す
る
こ
ビ
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

«
史
ば
常
^
個
別
的
な
る
實
在
を
そ
の
個
：別
性
に
於
て
叙
述
せ
ん〜

す
る
も 

の
で
あ
る
。
歷
史
は(

砗
論
ビ

は
反
對
^
}
時
間
空
間
^
よ
つ
で
制
約
,̂

れ
る
が
、
.尙
^
ル
を
# '
,
ど
區
別
.せ
ね
ば
な

ら
な
い」

。「

一
定
條
件
の
下
に
^
て
同
樣
な
狀
態
を
以
て
反
覆
し
て
生
起
す
る
出
來
事
を
集
團
的
出
來
事
ど
呼
ぶ
が
、
 

ゾ
ゆ
る
i
iil
l
殊
に
：紅
濟
史
は
主
し
て
特
殊
な
事
件
を
取
极
ふ
の
で
は
な
く
、
或
る
類
似
の
特
徵
5:
示
し
て
反
罾
す 

る
出
來
W
及
び
事
情
を
取
扱
ふ
も
の
で
あ
る
。
唯

一

の
特
殊
的
事
件
は
狹
霧
於
け
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
對
象
で
あ
つ 

て
、
例
へ
ば
英
11
鈒
行
史
、

ロ
ス
チ
ャ
ィ
ル
ド
象
の
歷
史
等
は
是
れ
で
あ
る」

•か
、「

fi
r
敦
諸
鈒
行
il
l
、
英
國
發
券
鈒
行 

.史」

等
は
集
刚
的
出
來
事
k
關
す
る
も
の
で
あ
る
。「

乍
併
.
1般
性
の
程
度
は
立
場
に
ょ
ヴ
で
異
々
、立
場
に
ょ
つ
て
の 

み
對
象
♦か

一

般
的
ビ
看
ら
れ
る

か
、
特
殊
的
で
あ
る
.ど
.做
^
れ
る
か
が
；決
定
せ
ら
れ
る
。

..

即
ち
»
敦
諸
銀
行
史
は
英 

國
銀
行
業
^
關
し
て
云
へ
ば
特
殊
史
で
あ
' 6
が
、
然
か
も
そ
は
集
幽
的
出
來
事
の
部
類
に
屬
す
る
。」

特
殊
的
硏
究
も

勿

論

必

要

で

あ

れ

，は
一

:般
的
硏
究
を
ょ
々
璺
富
に
す
る
も
の
で
あ
る
:°
い
は
ば
'前
者
はa

b
+
a
c

十a
d

-
で
あ

6
後
者
はa

(
b

十c

-t
-
d.…

)

で
あ
る
.。
0
か
も
か
か
る
集
團
的
出
來
事
が
含
^
れ

る

Z
ど
_が
多
.い
程
、
普
遍
的
性
質 

を
帶
び
る
乙
ど
^
な
る
が
、，
此
の
立
場
k
於
て
は
事
實
の
記
述
.は
偶
-稍r

不

正

確

で

あ

つ

て

も

^

し

た

る

差

は

な

い 

の
で
あ
る
。
即
ち「

_
耳
義
鈒
行
の
設
立
•かI

八
三
三
年
で
.あ
る
か一

八
三
五
^
で
あ
る
か
.は
^

乙
ど
は
例
證
た
る
事
件
が
代
表
的
の
も
の
で
あ
^V 、

適
當
の
時
^
割
當
て
ら
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ミ
^
で
あ 

る
O
J

「

此

の一.

般

：史

は

モ

：

ノ

グ

ラ

フ

や

極

，度
^
特
殊
化
さ
れ
た
研
究
を
输
ふ
^
必
要
な
も
.の
'で

あ

る

L
°?)

之
ど
同 

じ
さM

ど
を
：ゾ
ム
：\
'ア
’ト
は
其
の
.近
著
^
於

て

ネ

主

、
張

じ

.て
^
る

が

、
？)

之
0

葉

の

後
^
於

て

は
.其
の

：是

否

を

述

ぶ

：
る

：ま

で

も

-な
い
：
で

あ

ら

ぅ0
即
ち
リ
ッ
し
ヵ
：
ァ
：
ト

は

法

則

又

は

普

遍

的

；槪

念

を

探 

求
す
‘る
自
然
料
學
ど
然
ら
ざ
る
歷
史
：科
學
ミ
を
對
立
せ
し
：め
て
ゐ
る
が
、)

然

が

も

倚

自

然

科

學
0
範
^

的
取
极
を
、
>歷
史
科
學
の
範
圃
ド
於
て
自
然
科
擧
的
取
&

£
認
め
て
ゐ
;-
6
の
_で
あ「

^
で

^

^
ニ
十
.五
卷
■(

八
九
.
1
0
.
歷
.史
學
方
法
論
の
.，一
面
：
 

浓
.六̂
.,，
 

一
—.
ニ
ニ



'

;證

.ナ
|

:(

八
九
.ニ)

_哟
'靡
史
鹖
方
法
論
の
'
1
^
^
 ̂

'

整c

號 

一
二
四

:

玆
k
注
意
ず
ベ
為
i 

<は
«
の

如

さ

相

對

的

普

遍

的

槪

念

及

：び
相
對
的
歷

：

史
的
.概
念
の
許
容
か
ら
しV

、

科
學
的 

.槪
念
構
成
上
、
若
干
の
混
合
形
式
：：

(Mischfbrmero 

:を
派
生
し
：た
ヒ
:̂
で
あ
る
。
が
：か
一
る
中

間

の

領

域

を

設̂
し

た
 

乙
メ
の
是
非
?:
論
ず
る
.乙
ど
は
.之
を
措
9
、

乙
の
領
域
^
於
て
は
：，一

般
化
的
槪
念
內
容
ど
、
價
値
關
係
的
歷
史
的 

R
作
ら
れ
た
槪
念
內
容
く
か
、
往

々

一
.致
す
る
の
：で
あ
る
.か
ち
、
同
一
の
硏
究
者
が
、
■自
然
科
學
的
方
法
に
由
る
ビ 

共
に
、
噠
た
は
歷
：史
的
方
法
^
曲

っ

て

％

研
：究

す

る

め

で
.あ
る
^
10
:
>ゐ
>
を

述

ぶ

る

に

此

め

る

：ド•

V 

.
1
'
.
.
. 

•
+
'
. 

■ 

• 

» 

,
 

丨
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1)
.Rickert, 
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c
i
t
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s
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Wilhelm, .wind.slband,. D

i
e
’Lehxen. v

o
m

 zufall'ls^o. 

S. 

2.4/

(

3
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)

..
 n

o
k
e
r
f
,

o
p
. cit, 

S
.
.
2
S
00
.
. 

c
. 

M

oo
vo
.'

s
闽
很
俅
は
四
典
法
則
に
戡
礎
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て

(

從
て
合
法
則
性
を
杯
す
べ
き

.で
あ
る〕

之

を
區
別
す
，ぺ

き

も

の

で

な
/>
ミ
見 

ふ
か
、

m
粜
钳

W
IS
1
染
法
則(Naturgesetzlichkeio

ミ
は
服
別
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
闪
果
律
を
枞
牴
ミ
し
て
问
果
法
則
が
成
立
す 

る
^
见
る
か
に
就
て
論

.ず
る
こ
迖
は
、
本
稿
に
於

.て
稍
.
<岐
路
に
立
入
る
觀
あ
る
爲
め
、
之
を
他
の
：機

#
に
讓
リ
度
く
思
ふ

0
此
の
兩
生 

張
の
中
、前
若
に
就
て
は
 

Windeiband, 

N
o
r
m
e
n

 u
n
d

 

Naturgesetze. 

I00
00
2
. in : 

Fraludien, 

w
d
. 

II. 

s. 

5
900
0
.を
、
,^
者
に

If
c
c 

は

Rirkert, op. 

cit. 

s. 

2
7
1
.
2
9
s
.

に
叨
か
で
あ
る

o
又
、
リ
ツ
力
ア
ト
の
論
據
は
旣
に
本
文
に
於
て
引
用
し
た
彼
の

「

認
識
の
對
象

」 

中
の
言
葉
に
ょ
つ
て
も
窺
は
れ
る
で
あ
ら
ぅ

0
萸
に
は
左

.右
爪
博
士
箸

*「

文
化
價
値
ビ
極
眼
槪
念

」

屮
の「

個
別
的
闪
果
律
の
論
理

」

及
ぴ 

.附
錄
し
ハ
ニ
七
艽
丄
ー
苦
ぢ
參
骱
。
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-

VO.

ro)

前
揭
、
文
化
科
學 

>

」

自
然
科
學
。
ニ
四
七
瓦
。
此
の
中
問
領
域
に
就
ぃ
て
は
単
に
耍
點
の
み
を
述
ぶ
る
に
止
め
る
。

五
一 

.

リ
ッ
ヵ
ァ
ト
^
あ
つ
て
は
、自
然
科
學
'̂

於
け
る
歷
史
的
成
分
ビ
歷
史
學
^
於
け
る
自
然
科
學
的
成
分
ど
を
認
め
た 

ど
は
云
べ
、
尙
普
遍
槪
念
ビ
個
別
槪
念
の
方
法
論
的
員
別
に
ょ
つ
て
、
自
然
科
學
S
歴
史
ヒ
は
區
別
せ
ら
れ
る
。
旣 

^
述
べ
た
る
が
如
く
前
者
の
普
遍
化
的
方
法
に
ょ
0
て
.得
ら
れ
，る
％
,の
'は
.法
則

：で
.あ

气

後

者

の

個

別

化

的

方

法

ド
 

ょ
つ
て
得
る
の
は
個
別
的
な
る
も
の
で
あ
6
、
又
そ
れ
^
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
假
6

R
歷
史
^
於
て
は
法
則
は
存 

し
な

S 

Sし
て
も
、
何
等
か
の
い
は
ヾ
類
型
の
如
さ
も
の
は
得
ら
れ
は
し
な
い
か
ビ
考
へ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
。 

即
ち
法
則
^
も
亦
個
別
的
な
る
も
の
^
も
屬
せ
ざ
る
も
の
が
歷
史
に
於
て
得
ら
る
の
で
は
な
い
か
の
問
も
、
時
^
亦 

保
し
雛s

ど
乙
.ろ
で
あ
ら
う
。
.筆
者
が
上
^
見
た
る
が
：如
く 
メ
ン
ガ
ァ
化
於
て
も
、
ゥ
ィV

、

デ
>

v
ン
ド
に
於
て
も
、 

亦
リ
ッ
力
ァ
ト
k
於
て
i
理
論VJ

歴
史
、
法
則
科
學VJ

事
件
科
學
、
更
k
は
：

一：'

般
化W

個
別
化
ど
は
1«
別
3
れ
て
ゐ
た
。
 

か
か
る
問
題
は
遂
に
何
等
歸T

す
る
:̂
こ

:^
，か
なS

の
で
あ
ら
う
か
。
否
、
然

ら
ず
し
て
此
の

d
a
s aporetische 

P
r
o
b
l
e
m

は

一;

つ
の
方
向

K
於

て
解
決
^
れ
た
の
で
あ
る
。

マ
ク
ス
‘
ゥ
エ
バ
ァ
の
*

想
型Q

cuealtypus)

が
是
れ
で

第
二
十
五
卷(

八
九n

,
D

歴

史

學

方

法

諭

の

一

'面

 

第

六

號J
U

五



•

第
二
：十

五

卷(

八
九
.四)

■'
歷

史
.學
方

法

論

の.
.

一

面
. 

唯J 、

號

ご

ー

1 、

あ

る

：
。
c
l
,
v乍

併

そ

れ

は

Jv
つ
：：

の

解

決

で

も̂

リ
ッ
ヵ
ァ
ト
の
相
對
的
普
遍
的
；槪
念
€
相
對
的
：歷
史
的

槪

念

ど

の

：混

合

形

式

か

ら

理

：想

型

は

作

0
出
さ
れ
た
ど
.見 

る
べ
ル
ン
ぐ
ル
ト
.：•
フ
ィ
ス
タ
ァ
は
：、
混
合
形
式
S
理
想
型W

の
差
異
の
？
ち
に
、
\
¥
^
7
5
|
:
6
|
1

ぼ”たるリッ力
 

ア
トw

 

. 

N
u
r
-
L
o
g
i
k
e
r

^
る
ウ
モ\

ア

汔
0
對

立

を

藤

め

：
て

ゐ

：
る

：
。

9)

フ
ィ
ス
タ
r
の
.說
く
ど
；之
ろ
を

其

儘

容

れる 

な

ら

ば
.
-?)

，
此
.の
兩
者
：の

藉

異

は

如

何

、
又
.ゥ
エV

ァ
は
其
.の
提
唱
す
る
®
想
型
^
達
す
る
^
は
如
何
な
る
道
を
步 

ん
だ
か
を
次
^
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
巧
本
稿
^
於
け
る
問
題
の
錯
綜
を
避
く
る
爲
め
妓
に
は
簡
这
こ 

理
想
型
の
如
何
な
る

も

の
：で

あ

る

か

を

窺

ふk
止
め
：、
：此
の■問
題
は
之
を
他
の
機
會
に
讓
6
た
い
^
©，
ふ
。

ク

工

,
r

R據
れ
ば
1|
|
想
型
の
肉
容
は「

吾
々
の
想
像
^
十
分
確
認
^
れ
た
も
の
ビ
し
て
、
31『

客
觀
的
^
可
能
な 

る
も
の』

ど
し
て
、
即

ち

：吾

々

の

法

則
定
立
的
知
識
ぬ
適
合
せ
る
も
の(

I

HO
I)

ビ
し
て
：見
え
る
關
聯
ヘN
i
m
m
e
n
h

p:
- 

a
g
e
)

の
講
成
で
あ
るQ

J
0
O
「

現

實

在
k
ょ
つ
て

指

揮
^
れ
«|
1
練

3
れ
た
吾
々
.の
„

が
適
合
で
あ
る
ど
判
斷
す
る 

關
聯
を
、
客
観
的
可
能
性
の
範
疇
5:
使
用
し
て
«'
成
す
る
形
像
で
あ
る」

0

0

0そ
れ

は「

純
粹
な
る
&
脆
该
象
で
1> 

之

現
®
的
な
る
も
の
の
叙
述
で
は
な
く
し
て
、
事
件
の
叙
述
にr

義
的
な
表
現
手
段
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る」

。00
〕 

從
て
理
M
型
は
認
識
目

的

で

；ば

な

く

し

で

、
手
段
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
oしo

o
「

か
か
る
思
惟
型
it
の
構
成
は
、
、 

容
的
R
は
を
れ
自

身

.

u
o
p
i
v

の
性
質
を
有
す
る
0
此

のu
t
o
p
〗e

は
現
實
在
の
一
定
の
要
素
の
思
惟
的
高
^

?

?
 

dachiche 

5
^̂*
€
3品〕

に
ょ
つ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
-

(
8〕
.

理
想
型
の
有
す
る
客
觀
的
可
能
性
は
、
理
想
型
が
歷
史
的
因
果
的
歸
屬
の
手
段
た
る
の
機
能
で
あ
る
。
然
か
も
歷 

史
が
認
識
は
«

k個
別

掏

原

.«
を

-r
u
.
s
&
s 

R
e
g

;̂
s
s
u:w
拉

備

.«
せ
し
む
る
も
の
で
あ
るo

此gv

爲
め
に
ょ
«
驗

上
妥
當
す
るV

考
へ
ら
る
V
法
則
定
立
的
知
識
が
な
け
れ
ば
行
は
れ
難
い
。
斯
く
し
て
こ
そ
現
實
的
な
事
象
の
關
聯 

は
解
明
せ
ら
る
、
の
理
で
あ
る
が
、
尙
其
の
個
別
的
事
象
の
有
す
る
意
義(

S
i
a
n
)

が
明
か
に
せ
ら
る
、
こVJ

な
く
し 

て
は
完
全
な
も
の
ど
は
云
へ
な
い
。
此
の「

意
味」

V
J

は

subjektiv 

gemeinter 

S
i
n
n
?
)

の
謂
で
あ
る
。
單
な
る 

自
然
現
象
R
あ
っ
て
は
之
は
求
め
得
ぬ
も
の
で
あ
る
0
意

味

の

闡

明

：は

理

解

(
v
e
r
s
t
e
h
e
n
)

に
ょ
っ
て
な
さ
れ
る
。
 

而
し
て
適
常
理
解
ど
は
感
情
移
入
の
意
^
解

^
れ
て
ゐ
る
。：(

例

へ

ばD
a
s
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W
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e
d
e
r
R
n
d
e
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Ich i
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D
U
.
0
)

然
か
も
歷
史
學
^
於
け
る
理
解
は
單
に
感
情
移
入
や
追
體
驗
の
み
に
北
ま
る
も
の
で
な
い 

の
で
あ
る
。
列
べ
ば
ウ
エ 

\
ア
^

£
8-durch 

D
e
u
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u
n
g
g
e
w
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n
n
e
n
e
s
》
v
e
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s
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s
《
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nichts 
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e
m
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ft〕

ど
一
一
一
日
ふ
。

然

か

も

|1
史
學
^
於
け
，る
f
f
l
懈
ば
經
驗
的
*
當
性
を
有
5
ね

ば

な

ら

な

lr
。 

之
は
事
象
の
合
律
的
な
關
聯
を
明
か
に
す
る
法
則
定
立
的
知
識
^
従
て
行
は
れ
る
。
要
す
る
に
事
件
の
意
味
の
解
明 

ビ
、
事
件
の
法
則
的
解
明
ど
が
咏
か
^
行
は
れ
て
始
.め
て
、歷
史
的

理

解

：は
爲
.
れ̂
：る
。

乙
の
爲
め
の
丰
段
が
理
想
型
：
 

な

？
で
あ
る
。

ノ 

-
V 

理
想
型
は
ゥ
チ
X

T
の
，膝

史

科

學

に

：對

ず

る

1

寄
與
で
あ
る
。
.之
に
ょ
0
て
«
史
科
學
，か
法
則
5:
排
し
自
然
科
學 

が
個
性
を
斥
け
る
の
問
題
は1

應
解
決
の
.方
向
?:
見
出
し
化
も
も
云
へ
.る
^
あ
&:
5

9
勿
論
：ミ
の
之
：̂
は
ゥ
ネ
バ
ァ 

が
、
メ
ゾ
ガ
ァ
の
云
ふ
现
論
的
现
解
を
歴
史
的
理
解
ビ
5:
.
.混
突

せ

し

め^
ビ
云
ふ
0
で
は
«
い
。

s

 V

ァ
は
兩
者 

を
對
立
せ
じ
め
、
.：然
か
も
尙
爾
者
が
相
侬
存
す
る
も
办
な
々
乙
^
を
：明
か
£
:し
た
：の
で
あ
气
此
の
ゥ
丄
>

ァ
の
主

俄
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翁
方
法
霞
の
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奨

歡

パ
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ノ

張
の
根
基
はg

解
で
あ
る
o •:

歷
史
科
學
k
就
て
云
へ
ば
個
別
的
な
現
實
的
な
事
象
を
理
解
す
る
^
云
ふ
こ
ど
が
其
の 

根
本

I

る
の
で
あ
る
。
此
の
理
解
に
よ
る
認
識
ば
、"ゾ
十V

K
-

ト
の
語
?:
以
：て
す
れ
ば.內
部

よ
$
の(

§

ロ i
n
n
s
)

 

鼯

識

で

ぁ

る

。r2
v
旣

に

述

ベ

た

る

於

如

く

自

然

科

學

的

方

法

代

よ

る

_

»
ど
理
解
的
方
法
；
^
よ
る
懿
識
ど
を
、
目
 

a
i
c
n

 

V

 

s
n 

i

a

l

f

力
し
.て
區
別
し
5

 

4 

V

ア
ト
は
、
理
解
を
意
味
把
握csinnerfkssen 〕

で
あ
る
？
 

る

B
ち
そ
れ
は「
或
る
現
象
の
意
味
の
解
明
?:
求
め
るa

j

ど
で
あ
{
、菩
々
k
知
ら
れ
た
る
■
聯
に
關
係
せ
し
め
る 

M

ど
で
あ
る
。」

13)
而
し
て「

理
解
の
認
識
論
は
ニ
つ
の
深
い
洞
察
を
以
て
某
礎
付
け
&
れ
て
f

 

o一
 

は
、
吾
々
は 

結
盾
又
全
く
菩
々
も
亦
作
*
0得
る
も
の
の
み
を
_認
_
し
得
る
之
^
で
あ
6
、
他
は
、
同
じ
も
の
は
同
じ
も
の
^
よ
つ 

て
の
み
其
ゾ
オ
質
^
於
て
亂
_

^
れ
得
る
^
ど
で
あ
.る
0」(

14
> 

S云
：ふ
。
筆
者
は
.ゥ
エ
バ
ア
の
歷
史
學
^
於
け
る
1'
|
! 

#
が
、
0
解
5:
.以
.て
本
質
認
識(

w
e
s
s
e
r
k
e
n
n
t

s.s
)

で
あ
るW

見
る
ゾ
ム
バ
ア
ト
の
4
/
nど
同 

一
A
で
あ
る
か
否 

を
、
鼓
で
檢
討
し
よ
ぅ
^
は
思
は
な
い
。
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理
解
^
云
へ
ば
、
人
は
ウ
ィ
，

へ
グ
ム
‘
デ
ィ
グ
タ
.イ
?:
想
起
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
生
?

&
自
.

)

を
生
そ
の
も
の
か
ら
理 

解
：せ
ん
S
す
る
デ
ィ
ル
タ

イ

は

、
科

學

を

自

然

科

學

ど

精

，神

科

學

V
J
R分

^
。
ニ
25
:
ふ
、「

私
は
奪
ら
內
的
經
驗
の
中
^
、
 

意
識
の
事
實
の
中
饩

'.
私
の
思
惟
に
對
す
る
確
た
る
投
循
地
を
見
出
し
た
。」

「

總
て
の
學
は
經
驗
科
學
で
あ
る
。
然 

し
總
て
の
經
驗
は
そ
れ
の
根
源
的
關
聯
及
び
之
^
ょ
つ
て
戏
定
^
れ
る
妥
醬
貪
、
.其
：の
內
^
經
驗
が
.現
は
れ
る
^

Z 

ろ
の
吾
々
の
意
識
の
條
件
の
中
^
、
吾

々
は
本
性
の
全
體
，の
中

^
、有
す
る
。
著
々
は
此
の(

意
識
の
.

)

條
件
の
背
後
に 

炅
る
、S

は 

<服
な
.く
し
て
見
る
、.又
は
認
識
作
用C

E
r
k
e
g
e
n
)

の
眼
..光
を
娘
を
の
i
の
の
後
へ
向
け
る
乙VJ

の
不 

•

可
能
を
首
尾
一
貫
し
て
洞
察
す
る
立
場
を
、
®
識
論
的
立
場
ど
呼
ぶ
。
近
代
の
學
は
此
の
他
の
立
場
を
承
認
し
得
な 

い
。
精
神
科
學
の
獨
立
性
は
ま
^

^
此
.の
立

場

：か
&

甚

礎

付

け

を

見

出

す

:0
何
ど
：な
れ
ば
此
の
立
場
か
ら
.は
、
全
自 

.
然

^
就
て
の
吾
々
の
形
象
は
吾
々
^
隱
3
れ
て
ゐ
る
現
實
在(

§

&

0-
プ
ォ
&

}
が
投
ず
る
單
な
る
影
.で
あ
る
こ
ビ
、

.笫
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樨
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法
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笫

六

號
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き

I

十
•
 

C

八
九
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.

處
^
擧
方
哉
論
：の)

面 

第

六

號

I
3
0

之

«<
:
及
し
；て
菩
々
は
；在.る
が
^
.
:、
^
實
^
泣
晨
ネ
遲
ぞ
內
的
經
驗

^
於
へ
て
與
べ
^
れ
た
意
識
の
事
實
に
於
て
の
み 

所
有
言
る
：之
：ビ
が
分
か
：|

:
此
の
事
^

析
そ
の
^
;0
の
領
域
の
冲
^
あ
る
0」

'?
し
へ
',

,_v ご
':：::

. 

.
.

'彼
の 
一

K
ユ

糈

替

科

學

の

對

象

は

歷

史

的

紙

會

的

現

實

在

で

あ

る

,̂
'之
.が
：根
«
的
生
な
の
で
あ
る
。「

自
然
は
吾
々
に 

は
他
人
^e

m
d
)

で
^
る
。
■

故
な
ら
ば
自
然
ほ
吾
々
.に
；は
允

^
外
の
も
め(

A
U
S
S
S
)

で
あ
つ
：

V

決

し

.
て

內

の

名

の
 

.(I

目ere)

で
ほ
な
^
か
ら
。.
ft
會
は
吾
：々
の
®
界
で
^
る9

社

會

に

於

け

る

，相

互

作

用

め

行

は
'れ
るM

V
(
D
a
s

 

Spiel 

der 

w
e
c
h
s
e
l
w
i
r
k
l
m
g
s
}

を
吾
”々
は

、

害

.々
^
全
本
質
の
：緻
て
：の

力

に

於

て

、
，即

ち

^
々
が
吾
々
自
身̂

於
て
內
か 

'ら
、
：
最
も_生
：会

往

会

ミ

し

：た

緊

張

に

於

，て
共
^
體
驗

''
1

>

ノ

社

會

の

體

系

そ

造.0
て
ゐ
ー
る
請
狀
態
^
諸

カ
ど
を
認
め
る 

の
で
あ
る
。し「

Z
の
乙
ビ
は
社
會
の
'硏
究
に
、
之
を
自
然
の
硏
究
か
ら
徹
底
的
^
區
別
す
る
或
る
特
徴
を
刻
み
つ
け 

る
。
：祉
會
の
領
域
^
於
：て
確
定
さ
れ
得
る
同
形
性(

2
2.
&
0?
§
^-
1
^
0は
、
把
握
の
數
量
、
意
義
、
確
定
に
就
て
は
、
 

空
間
^
於
け
る
關
係
及
び
.運
動
の
性
質
の
確
實
な
基
礎
の
上
に
自
然
に
就
い
て
設
定
3
れ
得
る
法
則
^
、
甚
だ
劣
る 

も
の
で
あ
る
。」「

個
々
の
心
理
統
一
の
！§

識
の
困
雛
は
、
此
の
統

一
が
社
會
ic
於
て
共
働
す
る
の
で4

>

の
大
な
る
興
種 

性
ど
%
獨

性

の

爲

め

に

此

の

統一

力

結
合
す
る
*
合
の
自
然
制
約
の
錯

餘

の
爲
め
{2
:
、
多
く
の
時
代(

G
e
n
e
r

'&.on) 

の
繼
起
に
於
て
生
じ
を
し
て
吾
々
が
今
日
知
つ
て
ゐ
る
や
ぅ
な
人
間
的
本
性
か
ら
先
の
時
代(

2
&〕

の
狀
態
を
直
接 

に
ひ
さ
出
し
成
は
今
日
の
狀
態
を
人
間
的
本
性
の
普
遍
的
型
か
ら
推
定
す
る
こ
ビ
を
許
さ
な
い
相
互
作
用
の
合
計
り 

爲
め
k
、
幾
倍
^
も
攻
る
0
然
か
も
狗
此
等
總
て
の
乙
<£
:
は

、

自

己?:
內

か

ら體
驗
し
知
る
私
自
身
が
此
の
社
會
體 

(geselischaftuchen 

K

o:r
p
e
r
)

の

一

要
素
で
あ
6
、
を
し
て
他
の
要
素
も
私
^
同

種

で

あ

ぅ

從

て

私

^

ど
っ
て
も
亦

を

の

呼

部

に

.於て.把
搌
し
#
る
H

知
る
^
い
上
事
實
R
.
l
9て
«:
ゅ
れ
て
餘
々
あ
み
も
の
で
あ
る
o
私
は
社
會】 

の
生
を
理
解
す
る
。
個
體(

I
n
d
i
v
d
d
u
u
m
)

は
一
方
ド
於
て
は
社
會
の
相
互
作
用
の
ー
要
素
で
あ
ゑ
、
此
の
相
互
作
用 

の
種
‘々
の
體
系
の
交
錯
點
で
あ
6
、
乙
の
體
系
の
作
用(Einwirkun

crQ
)
k

は
意
識
せ
る
意
志
方
向
€
行
爲
V
J
k於
て 

反
應
し
、
而
し
て
そ
れ
は
同
時
に
此
等
總
て
V」

直
觀
も

探
究
す
る
知
猫(

?

1
贫

112

〕

で

'*
る
。し
④〕
.

「
精
神
科
學
の 

邛
に
働
く
把
痕
能
力
は
全
人
間
で
あ
る
o
精
神
科
學
说
於
け
る
力
な
る
仕v

9
e
i
s
t
u
n
g
)

は
軍
な
る
知
能
の
力
か
ら 

で
は
な
く
、人
格
的
生
の
力
强
^
か
ら
出
て
來
.る
。
此
の
精
神
的
活
動
は
.、此
の
精
神
世
界
^
於
け
る
單
獨
的
な
る
も 

の(singulare
)

及
び
事
實
的
な
る

も
の(Hats

p:chliche)

の
全
關
聯Q

o
t
a
l
z
u
s
a
m
m
e
n
h
a
n
g
)

の
認
識
の
他
り
目
的
な 

く
し
て
、
自
ら
引
き
し
め
.又
滿
足
し
て
居
る
。
そ
し
て
精
柳
的
活
動
に
ヒ
り
て
把
振
に
は
、
，
評
價
、
理
想
、
.規
則
に 

於
け
る
實
際
的
傾
向
が
結
合
し
.て
.ゐ
る
0」

0
0
. 

'
:
::.
.
:ー：

，

ゝ

ぃ

：

：

又
..云
ふ
、

「

*
史

の

最

戈

祓

：合

的

現

實

在

は

、

吾
：々

：が
：此

の

現

實

在

淹

分

解

し

文

得

る

ょ

4
簡
單
な
事
實
の
同
形
性 

を
探
求
す
る
諸
科
學
の
媒
介
^
ょ

つ

て

認

替

れ

，
得

る

^

「

精

神

科

學

.の

普

遍

的

究

極

的

問

題

ビ

し

て

現

は

れ

て

來 

る
歷
史
的
社
#
的
魂
實
在
の
全
體
の
.認
職
は
、
認
識
論
的
自
寶s

e
l
b
s
t
b
e
s
i
n
n
u
n
g
>
R

基
く
眞
：理

の

關

聯

一
-

そ
の 

中

で

は

人

間

の

理

論

の

：上
に
：社

會

的

現

實

在

の

個

別

理

論

が

組

立

て

ら

れ

る

.

——

;̂
於
て
繼
續
的
^
實
行
さ
れ
る
。」 

-]
此
の
眞
理
の
關
聯
k
於

て

、
：拿

：實

、.法

則

、
：
規

則

，
の

間

の

關

係

は

自

畨

2
.媒
介
^
ょ

：
つ

七

認
.識
3
れ
る」

。
2)

デ
ィ 

ル
タ
イ
^
於
て
自
然
世
界
は
關
聯
な
3
も
.の
で
あ
る
。
.蚤
れ
は
吾
々
の
®
官
を
通
つ
て
精
神
の
內
^
入
6
込
ん
で
始 

めV

關
聯
を
有
す
る
o 

.之

に

：：
反

し

て

精

神

世

：
界

は

.體
驗：

の
：世

界

で

あ

CV V

、
關
聯
食
も
つ
て
表
は
れ
る
？
體
®
ど
は 

生
そ
の
.も
の
.の
內
的
直
接
經
驗
で
あ
る
.0
菩
々
は
自
然
^
說
明
す
る(

E
r
l
r
e
n
)
：

の
^
あ
々
、
;'
精
神
を
■理
解
す
る
の

笫
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第

六

號

I

三
！一

で
あ
る
。
即
ち
客
*
的
精
制
は
风
解
^
ょ
り
.て
の
み
！
！
識
さ
れ
得
る
。
即
ち
直
接
經
驗
^
基
さ
、
表
現
を
通
じ
て
追 

體
驗
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
精
神
科
學
似
體
驗
；C
E
r
l
e
v.
c
r
e
e
l
.

現(
A
u
s
t
c
k
)

滅

解

(
v
e
r
s
t
e
h
e
n
)

の
咖
係
^
迤
く 

も
の
で
あ
る
。
s

r

:

rへ
。

」
W
*

 

背

 

^
.trachtcr:.. d€r... Gbschichtc. 

sB*
d
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u
n
d

 nu'r 

weil 

wir 

jene 

sind; 

w
e
s
e
n

 wir 

zu 

diesen.J

^
又
は「

1
&
5么
^
1
:

era 

geschichtliches 

W
e
s
e
n

 

bin, 

der, 

welcher 

die 

Geschichte 

erforscht, 
derselbe 

ist, 

der 

die 

Geschichte 

m
a
c
h
t
.

?)

ビ
い
み
じ
く
も
云
つ
'2
デ
ィ
レ
タ
イ m

 

於
て
は
、
..全
體
の
構
造
關
聯
を
明
か
^
す
る
乙
ミ
が
問
題
ザ
あ
っ
た
。
：彼

の

自

省

の

立

場

は

實

k
彼
の
精
神
科 

學

の

認

識

論

的

根

據

付

，け

で

あ

る

。

V

實
在
性
、
現
實
在
を
純
粹
な
經
驗
k
'於
て
把
握
し
、
認
識
批
判
が
規
定
す
る
限 

界
杓

R
於
て
分
解
す
る
爲
め
の
手
引C

A
n
s
t
u
n
g
)

が
彼
の
哲
學
で
あ
.

CV、

V 
V
此
の
根
本
思
想
を
彼
は
展
開
し
た
の 

で
あ
る
0
.從
て
彼
の
.論
ず
^
ど
て
ろ
は
學
的
認
識一

般
で
あ
る
。
名
れ
は
認
識
册
判
の
問
題
^
關

す

气

ff
i
R
筆
者 

は
經
驗
科
擧
、
特
に
歴
史
科
學
の
槪
念
構
成
の
問
題
を
.瞥
見
：し
た
.の

で

あ

っ

た

が

、

今

玆

に

於

て

.問

題

は

逆

行

し

っ 

、
あ

る

こ̂

を

：認

め

^

る

を

樽

な

ぃ

0

何
1

れ
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舌
ふ
ま
で
戈
な
く
上
來
筆
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主
ミ

し

て
問
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し
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方 

法
論
上
の
間
題
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て
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根
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探
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ら

。
.
.
即

ち

此

の

雨

者

は

全

く

相 

異
れ
る
、
然
か
も
相
關
係
に
あ
る
’問

題

で

あ

る

。
：
此

の

兩

者

は

、
：，，同

.

1:

平
面
土
'^
於
て
比
較
す
る
こ
ど
を
得
な
い
も 

の
で
あ
ぅ
、
又
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築
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。
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び

間

題

を

前

に

引
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会

戾

？

フ
ぅ

そ

れ

：，は

法

則

办

問

題

や
^

$

^

る

や

の

，
問

題

：
で

あ

.る

。i
れ

は

ぞ.が
て
一.他

^
機

會
0
述

一

ぶ

べ

き

筆

#

.

筆

者

は

茲
 

k
於

て

：は

、
以

上

述

べ

來
6
L>
が

如
I
認
_
の
.

4
'
m

の
知
る
科
學
K
た
夂I

つ
^
み
：、
务
は
歷
*
の
：杯

學

セ

あ

る

：

」

く
の
&
揚
:-
又
比「

科

學
は
す
^
で
個
別
.を
觀
察
す
る 

の
で
な
く
：法

則

を

求0
る

の
セ

あ

る(_
あ
0
.
.立
場
.は
、(

1
0
.本

稿

；
に

：
於

尤
 

«
者
は
先
づ
义
ッ
ヵ
ァ
.ト
0
言
葉
を
聞
^

「

法

則

な

る

言

葉

.は

多

義

家

る

表

掛

化

鹰 

々
.夺
る

不

肌
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v

誤
解
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則
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果
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.
■
因
果
律
^

I
Vll
R
ニ
般
化
的
现 

解

の

形

式

ぎ

し

て«
察
ぜ
ら
饵
る̂

a
ざも
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四

'
咚

を

顏

|

暴

使

議

着

^
ダ
#

®
合
技
は

#
藝

E
.
_は
^

.翁
的

必

然

性

を

，あ.ら
は
す
.こ
ビ
が
.出
來
る
ビ
共
.に
、
.然
か
‘
•も
何
ほ
‘命
令
若
し
く
は
價
値
の
#
然
を
^
:&:
IS

f̂JyJ 
% 

出
來
み
、
w
t>
^

»

af^
^

l
H
^
.

(

M
&
^
n

)

；
s
^
^
^
c
s

o'
.
I
I
a>
:
n

)

の
«
^.
*
%;
-
^
^
;
g
^
g
^

fc
:以
て

ま

別
ぜ
ら
れ
な
げ 

«
ば
#
ら
贫
，
.̂

乙
が
.：の
1

)

ー
0
0
'獅
翁
^
现
^,
^
 ̂

で
あ
る
；o
.
,
法
11
1
'
**:
言
葉
を
.斯
ぐ
の
如
く
三
つ
の 

弗
常
^-
異
つ
^
意
義
^
用
ひ
^-
^

^

到̂
.
^
0處
で
，察
^
レ
％
ぅ

w
.t-
る
攻
&

»
、
.
れ̂

ば

街

拿

的

で

あ

ク

且

つ

^

等
 

e>
効
果
■も
な
^
で
あ
&'
■•
.ぅ
.？
け
れ
^
む
掛
擧
垮
於
钱
撕
菩
#
特

.

.■少
な
く
ど
も
決
定
收
な
る
璩
合
：：に
ば
>

言
葉
の
斯 

く

0
'如
色
多
義
#
る
使
用
5:
'
避
_
な
け
^
ぼ
賴
&
^;
^
0
:奢
^
3肢
'*
慘
學
_
«:
史
.の
法

則

の

意

義

ど

求

め

ん

^
す
る 

課

題

が

離

せ

ら

れ

各

き

す

(

る

il
f
c
s.言
葉 

は
楚
非
^
も
唯
だ1

つ
、の
明
晰
な
る
意
味
を
有
す
5-
の
み
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

3
:て
、
自
然
法
則
に
あ
6
て
は 

法
則
の
必
然
性
性
は
®

3
g
0
必
然
鉱
を
意
.味
す
る
も
の
：で
も
..な
け

れ

ば

、
、
又
：個

別

的

現

實

體

の

因

某

的

必

然

性

を

意

味

. 

す

る

の

で

も

な

く

、；
之
に
，反

し
^T

つ
0;
槪
念
が
無
制
約
的
普
遍
性
を
、
詳
言
す
れ
ば
-
1

0の
無
制
約
的
^
普
遍
的 

な
る
判
斷
代
於
.
る̂
少
な
く
ど
も
一
:

0の
普

鑛

的

槪

念

め

必

然

篇

合

を

意

味

ず

る

め

：で

あ

る

0
.そ

し

て

其

れ

が

現 

實
體
の
必
然
的
結
合
を
意
味
す
.る
せ
し
：て
も
 

>
.も
.れ
は

唯

だ

：法
則
がr
若

し

：一
つ.の
：客

體
が
其
：の

諸
.々の
徵
標
中
^

.
1方
の
普
遍
槪
念
の#
素

で
&

€
む
|乙

ろ

の

纖

を
^
承
^
.
‘
て

紅

を

場

合

：に
、*
の
'客
®
を
、
'到
る
處
k
会
し
て
.常 

H

他

の一.'

0;
の

客

馨

，
'蚶
ち
某

.の
_
々
0.
.徵
瘭

中

^

^

乙
ろ
の 

徵
標
^
示
し
て
わ
る
他
の
客
體
が
ノ
瑰
實
的
に
結
合
し
て
ゐ
る
、
ど
云
ふ
t 

w5r
云
、ふ
限

6
^
於
て
で
あ
る
。
狗
言 

す
れ
ば
、
法

則

墨

は

.あ

ら

ゆ

る「

般

化

的

自

然

科

學

が

最

高

の

：理

想

：

V 」
し
て
追
求
す
る
：
V
J己
ろ
の
現
實
體
理
解
の

形
式
で
知
る」
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膨
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&
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歷
史
法
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念
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謂
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斷
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彼
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全

主

張
^
根
本
釔
彼
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全
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今
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於
<
.皮
駁
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ざ
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限
ヴ
肯
定
し
微
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ビ
乙
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あ
：&
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自
然
法
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何
な
る
本
^
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知
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、の「

究
明
は
、‘曩
片
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者
.が
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版
の
機
會
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讓
つ
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®
果
法
則
^
個
'別
的
因
果
律
V

0
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齡
の
解
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際
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'
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總
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叉
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葉
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^
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瓦
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す
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ど
し
て
認
識
^
る
る
.事
象
の
同
様
な
反
覆
^
對
す
る
表
現
の
謂
a
で
あ
る
。

ノ
ィ
マ
ン
^:
疋

^

W
究 

範
圍
fc
此

0'
因
果
法
則
^
狹
め
で
云
ふ
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s
x
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M
;マ
ン
に
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て
は
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_果
法
則
は
因
果
綠
合
^
仕
方
^:
ょ

0
。2-
:
:安
 ̂

l
r
は
物
^
落
F 

.又
は
天
體
運
動
の
'現
象
ゆ
如
ぎ
觀
察
次
^
る
»
瑰
_
が
、
，他
'の
現
象
0;
^

.性
の
現
象
0:
如
<
、.
他
の
現
象
0,
原

:0
で
あ
ゲ
然
_
も

其

の

，固

有

の>̂
'
:因
_
知
ら
ド
て
ゐ 

て
原
因
が
多
少
な
々
^
も
マ
定
0-
方
槔
で
^

8
し
得
る
諸
現
象
の
同
樣
.
る
反
»

^

»ず
る
表
現
は
、
之

をr
g
#

 

せ
&
れ
た
る
因
果
法
姻
®
 ge

H
t
e
t

°:kausaI

ル

訪etze

ど
 ̂

の
原
因
は 

未

だ

知

ら

れ

ざ.る
讀
魏
象
，の
.同
«
な
る
反
覆
を
表
現
ず
る
も
0.
が
寻
根
脐

e
n
t
a
,
r
e
:
k
a
u
s
a
l

n)
.
o:
n>
.
'
sn)
-
t
z
e

〕
」

で
あ
る
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C
7 )

;.
1此
の
.後
卷
に
就
て
之
を
觀
れ
ぱ
、
.
^
作
は
個
々
の
原
0
が
认
ど
々
作
用
し
た
揚
合
^
個

生
じ
た
結
果
の
^
を
表
瑰
,
る

^
い
.
W
傾
向C

T
e
n
d
e
n
z
e
n
)

5r:

示
す
：。
.。赠
の
意
味
に
於
て
假
設
的cg7

poth

s.:
sche)

又
は
完
全
；(

0:
|

〕

;
.法
則
で
あ
奋
>
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に
ぞ
ば
ば
瓤
作
古
^

因
果
法
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e
x
!
e
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a
u
s
a

frG
e
s
e
t
z
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で

あ
.̂

欠
然
を
ゆ
演
釋
せ
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^.
る

法

則

は

之<£
» ,
ゆ

性

質̂

異

す̂
る
。
例 

へ

ば

物

體

落
で
の
法
則
が
引
カ
法
則
の
如
さ
根
原
的
私
則
か
6^
推
論
を
れ
る
如
(:
:
、
或
'る
事
象
：は
正
確
な
數
の
表
現 

?:
得
易
い
ヒ
い
.：人
意
味
に
於
.，て
傾
向
5:
示
1:
;
0;
、で
あ
.务
、
之
は
爾
.ゆ
る
窜
輝
法
則
^

|

&

3

0务 

法
則
2
を
3 

0

2

&
ふ
で
あ
る
。ハ5

之

^
對

し

て

自

然

科

學

的

意

味

の

複

合

法

則

9

。
|

^

^

0
^

^〕

又
は
現

質

法

則t
w
k
k
l
i
c
h
s
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は
V
完
全
法
解
ど
不
完
全
法
則
ど
の
咿
間
に
位
す
る
も
の
で
あ
つ
て
ノ
そ
れ
は
波 

動
の
法
則
.'の
如
く
根
览
的
法
則
ビ
他
：の
，源
因
ど
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
共
傭
す
る
他
の
原
因
を
精
密
R
表 

は
^
な
'い
か
又
は
續
行
し
セ
觀
察
に
基
&
近
似
數
表
現
を
以
て
示
す
^
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
9
>

以
上
の
如
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ノ
イ
マ
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は
自
然
法
則
を
.細
分
し
て
其
の
特
職
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擧
げ
.る
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o

'

,

,

,
.■

ノ

イ
マ
ン
ど
同
じ
く
へ
ル
ム
ホ
ル
：ッ
.の
言
葉(

法
則
に
就
て
の〕

を
正
し
せ
す
る
ォ
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
は
、.
尙
も
ノ
イ 

マ
ン
k

對
し
て
一
矢
?:
放
つ
た
。
そ
れ
は
何
^

^
的
ど
し
て
で
あ
る
か
。
ォ
イ
レ
V
ブ
ル
ク
は
云
ふ
、「

此
の
演
繹
せ 

ら
れ
た
る
法
則
f
根
原
的
法
則
ど
の
區
別
は
實
行
し
得
べ
'き
乙
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で
な
く
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そ
れ
は
明
瞭
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あ
る
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ふ
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つ
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混
亂
せ
る
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あ
る
ビ
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れ
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前
者
は(

物
體
落
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の
法
則
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天
體
運
動
の
法
則
の
如
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^
關
し
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後
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力
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係
せ
ね
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な
ら
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乍
併
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の
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ゐ
ら
れ
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念
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る
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葉
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あ
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現
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な
ら
ぬ
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す
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張
に
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同
す
.る
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-
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i
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す
る
.現
象
，一

般

はK

系
列
の
■
件
に
依
存
す
る
。
而
し
て
亦
複
合
せ
る
全
條
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岸

|
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て
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表

ば

し

#
る
®
數
關
係
で
あ
る
.ど
晃
る
の
；で
あ
る
。ハ1
}而
し
て
彼
ば
自
然
'法

則

に

三

種

あ

す
 

る
を
れ
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藤
合
；法
則(

K
o
r
A
p
l
e
x
e

p
e
s
e
t
s
r及
び
.

「

^
律
#(

穿

的
©
數
«1
聯
の
.表
現
で
あ
る
ヒ
:1
,で
.も
、
槪
念
確
定
^
は
尙
未
だ
殘
.
0.て
ゐ

る

之

ズ

が

あ

る

ピ

即

ち

上

述

の

幽

擻

概 

念

を

適

用

す

、る

に

は

尙

或

る

條

件

が

必

：要

な

®
:で
.あ
る

。
.，其

の
.一

は

分

難

，
'
ハ

ぎ

 

ぃ
或
る
現
象
、
或 

る
個
々
の
性
質
を
、
之 

<常
^
結
合
し
て
#
す
^
祺
合
.O^

O
B
P
I
e
x
)
.

か
ふ
引
^
離
す
'乙
^
で

あ

る

。
第
二
.は
杣
象 

(Abstraktiono

で

あ

る
:'
:0

1::

群

の

個
®
に

本

質

的

な

性

質

を

、
，姻

々

の

彻

體

：の
：特
性
か
ら

&
.
6分
つ
こ

.^
で
あ
る
。 

此
の
：

「

本
質
的」

:̂
は
：共

龜
2
^
\
.ク_マ
ブ
グ
で
あ
ヵ
ノ
之
^
く
し
^
极
類
型
め
ぶ
ク
ゼ
シ
^
 ̂

z 

な
い
も
の
で
あ
る
。
'典
の
兩
者
は
實
驗
料
學
k
於

；
て
：
自

由
^
又
ス
は
：完

；
全

ド

行

は

^

而

しV

オ
ィ
.レ
ゾ
ブ
ル 

ク
の
一
一一
一
員
を
以
て
す
れ
ぱ

「

因

果

律

原

理(

闪
|

|
度

咱
5*
齋

裳

學

的

硏

究1

般

め

最

高

：，原
則
で
：あ

る

。
备

れ

は

總 

て
-の
認

識

作

用

ド

同

様

な

る

薄

礎

で

：あ

>
、
關
聯
の
.要
素

中
^
旣
に
'認
知
さ
れ
允̂

る
.

V

'で
：
ろ

：
で

：
あ

る

"
.
然

し

特

殊
 

な
原
.因
認

識
^
對

し

て

、
，
自

然

法

則$
稱

す

る

だ

け

：で

は

十

分

で

衣
い
っ
。
從

^
之
が
純
粹
母
る
條
件
の
卞
杖
在
る
乙 

ビ
か
ら
し
て「

純
粹
な
へ
ョf

6」

X
呼

び

、.合
.目
的

的
^「

柚
：象

的

自

然

：

f

咖Cstral5te: N
a
t
u
r
g
e
s
e
t
?
)
u
v
.

云
つ
て 

法

則

妥

當
の

.
T
r
a
g
w
e
k

一
 
並

：び

枝
其
め
：；

A
n
f
H
n
d
u
n

叫
，
；の

方
法
^
表

現

冷

せ

.
、
.：

，
SI
R
論
：理

的

意

義

め

程

度

を

表

さ

ん 

が

爲

：め^
は「

德
一
次
法
則(

0
6
5
£
^
.:
1
-,:
€铎
€ヴ
^

01
日
日
^
;
4
^
階
級
#
け
へ
る
：の
^

::
&

 ̂

'

:

卜
此
：
の
：
抽

象

.的
自

然

法.測
は

凡
'ゆ
る

狀

態

め

下

代

妥

：當

す

る

^
は
な
く
し
ー
て> 
.
^
<
0
定

S
;れ
拎
嚴
密
な
條
件
の
下 

R
於
.

V

资
當
す：

る
o
:
:諸
親
象
：の
關
;«
は
瑰
象
の
'
:
1
&
?守
5
:
党̂

::
3

^
 

法

則

ば

現

實

徉

に

對

す

：る
：無

條

件

的

普

遍

的

判

斷

そ

爲

す

^
:の
：
で
：-«
、

、
：
：
柚

參
^
齋

^

斷
を
鑛
味
，
名
。
文
自
然
法
則
は
同
1
部
鬥

^
屬
す
る
同
.
^

普
遍
资
常
的
ミ
は
ぐ
同
：
1
部
.門
の

佳

質

に.の
：
み

：
適

用

：
さ
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1

;

jv:
斯
の
鄭
名
肖
然
逸
則
は
徹
頭
徹
:1
最

；も

普

遍

：例
性
一
*
の
自
然
對
象
を
极
ぷ
揚
合
、
.即 

'.
に
完
奈
な
#1
明
を
興

-
得
4
場

合

.̂
漆
«
ず

る

：タ

如

ち

汾

離

；ギ

柚

象

¥

.

.は
な
.い
。對
象
：自
體
の
性
:'
®

がt
:

義
的
ヤ
夺

が
甚
だ
錯
_
し
^
ゐ
る
爲
め
此
の
：上
：明

か

に

分

離

し

得

ぬ

»
合(

不

完

全

分

離)

が
：あ
>
、
|£
^
條

件
-
^

ち
#
:ざ
る

許
6
で
：な

く

椬R
他

の

要

素

が

結

合

し

て

ゐ

：
.
る

揚

合

C

不
完
全
分
離
及
奴
杣
象)

が
あ
る
0

2
斯
の
如
き 

-場
合
化
於
て
は
、
':
現
象
の
爾
數
_
係
を
容
易
化
示
す
こ
S
を
.得
な
い
，',
°
、
而

し

て

，
玆

に

定

立

^

れ

る

法

則

を

經

驗

法

則
 

(
e
m
p

B:sche 

Gesetze
〕
v

し
、
實
際
^
行
は
れ
杧
原
因
を
直
*
把
握
げ
る
因
果

せ
し
め
る
こ
、と
を
、
ォ
ィ
レ
ン
ブ
>
ク
は
承
認
し
な
い
の
で
あ
る
0
彼
^

^

條
半
の
分 

r
の
^
度
.
s

E>]
i
s;
R
外
^
ら
攻
'い
0即
ち
彼
の
云
ふ
第
ー
^
法
則
^
於
て
は
之
は
完
全
^
遂
行
5

れ
る
の
で
あ
る
が
、
 

玆

R
云
ふ
第
一
，

一

の
；場
合
^
於
け
'る
も
の
に
於
て
は
大
約
行
队
れ
る
^
過
ぎ
な
い
。
確
か
^
此
の
ニ
群
の
自
然
法
則
を 

區
別
す
るA

J

ビ

は

必

荽

で

：あ

る

？
：然

し

そ

の

E
別
を
な
す
ビ

Z
ろ
は
？
設
け
為
た
課
題
の
本
質
の
差

.異
R
ょ
る
の 

で
は
な
く
し
て
、
.存
在
す
る
諸
條
件(

u
m
s
t

p:n
d
e
>

の
相
異
れ
る
极
雜
性
k
ょ

る

の
で
あ
る
。
此
の
法
則
は
阋
象
の
全 

部
門
即
ち
同一

種
類
の
性
質
^
對
し
て
普
遍
购
判
斷
を
爲
す
も
の
で
あ
る
。
斯
の
如
さ
抽
象
及
び
普
遍
匕
の
??
®
こ 

從

て

か

^
か

け

る

法

貝

は

^

一
一

 
次
«
象
的
法
|1
|(abstrakte
.
 Gesetze 

z w
e
k
e
r

 o
r
d
n
u
n
q
)

で
あ
-
、̂
又
^
之
を
合 

自
吖
吖
^
运
ふ
な
ら
ば
«
合
法
則
で
あ
る
0
;或
は
亦
此
の
法
則
を
.說
明
の
.爲
め
^
猶
繹
せ
ら
K
た
も
の
で
あ
るVJ

す 

る
の
名
誤
々
で
あ
る
o
そ
れ
は
複
合
せ
る
條
件
の
下
の
法
則
な
.の
で
あ
る
。
M
に
は
此
の
法
則
は
、
記
述(Beschrd-

i. 

- 

s 

• 

-
-
-

語

一

l

i

.

.

i

i

=

,

- 

一■一-

-

S
 
詈

l

i

i

i
 
目

111- 

■
l
l
_
_
.
l
l
l
r
g
i
M
l
i
m
M
I
.
r
m
i
M
M
M
.
M
i
i
i
i
M
B
I
.
M
l
i
M
_
s
.
I
I
E

 
一
 

■_
 

s

i

,

 

' 

-I-

b
u
n
g
)

を
爲
す
も
の
で
あ
る
、
.即
ち
相
互
^
結
合
し
冗
.ゐ
る
諸
現
象
の
祓
合
..の
み
を
包
含
す
る
'記

述

的

經

驗

的

法

财 

.で
あ
る
.ど
な
し
、
諸
現
象
自
體
9
說
姻〈

£

&
片
目
00
>
5:
爲

す

因

果

法

則

ミ

區.別
す

る
'の
ネ

亦
^

<£
な
れ
ば
記
：述

ど

は

靜

北

及.び
變
動
^
於
け
る
物
體
の
體
系
的
抽
出
^
民

|
§
的)

及
び
分
類
で
あ
>
、
說
明
ビ
は 

特
殊
な
場
合
を
ー
般
的
命
題
に
基
会
遺
元(

2
:
|
舉̂

|

^
す
る

^V

で

あ

る

か

ち

。
此

の

祓

合

法

則

ば

一

般

的
關 

係
の
修
正
さ
れ
た
特
殊
の
場
合V

す
れ
ば
ょ
y
s'o
で
あ
っ
.

V
.

、
，̂

ず
れ
ば
凾
數
關
聯
.

j

般
の
確
認
を
斷
念
す
石
こ
ビ 

は
な
い
の
で
あ
る
，(

7〕 

，

'
此
の
外
、
自
然
科
學
の
領
域
^
於

：て
、

吾

々

は

日

常

の
«
驗
.及
び

反

覆

す

：る

觀

察
^
ょ

っ

：
，
て

出

來

.事
，の
規
則
を
定 

立
す
る
こ
^
が
出
來
る
。
即
ち
自
然
料
學
の
對
象
め
本
性
にょ

：：

P
て

、

存

：在

す

る

も
0
'の
：記
述
か
ら
轉
じ
て
、
外
的 

合
律
性
を
引
き
出
す
の
で
あ
る
。
反
覆
し
て
：觀
察
さ
る
る
現
象
の
共
存
又
は
繼
續
は
、
因
果
乃
至
S
數
關
係
を
直
接 

R
J
不
す
も
め
で
は
なS

が
、
自
然
法
則
.の
：存
在
す
^
こ
，ど
？:
暗
示
ず
.̂
.c

_

:

た
.合

律

性

：は

具

體

的

法

則

c
l
§

k
r
e
t
e
n
Q
e
s
s
^

で
あ
*
、̂：
自

然

法

則

の

も

の

で

あ

る

.。
c
s
v

.

:

ォ
ィ
レ
ン
ブ
ル
>
ic
#

へ
ば
上
述
の
第
二
次
複
合
法
則
は
、飨

；
次
紙
_
,ス
は
：：抽

象

的

法

則

の

變

ク
?1
/'
,
>
|
|
:

)

ど 

見

る

己v

が

出

來

る
©
.で
あ

っ

て

、

」

此
：の
'兩
者

の

區

別

；は

猶

類̂
ょ
る
0
ズ
は
な
く
し
て
程
度
^
從

：
て

.
之

を

爲

す

の
 

で

あ

る
0
兩
者
は
.原

迦

上

同：一，
段

階
k
在
る
。
' 之
^
反
.し
て
真
體
的■合
律
性
：は
、
縦
佘
、
大
な
る
意
韻
を
有
し
て
ゐ
や 

ぅ

ビ
名
實
赛
攸
本
質
上
の
區
別
ヒ
し
そ
考
察
^
れ
.る
の
ヤ

-*
る
。
-9〕

へ又
.：、
彼

ば

、
自

然

法

則

の

構

成

が

：

|

般

槪

念

構 

成V:

同

じ

仕

方

で

行

は

れ

、
ネ

れ

が

齋

，現
象
の
非
本

.質
的
な
：る
メ>
:ク

マ

：
ァ

ル

：
か

：
ら

本

：
質

的

な

.る
も
の
:-
:
2:
.
選

別

す

る
 

過
程
で
あ
る
乙
ボ
か
ふ
し
て
、
法
則
定
立
は
一
般
的
演
繹
的
命
題
ス
は
判
斷
の
海
成
^

際

し

て

の 

n
a
t
u
r
u
c
h
s

:
笫u

十
五
卷
.

(

九
〇
九
0

細
史
學
方
法
論
の

r

面
：
 

帛
六
鹋 
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第

六

號

一

四

一

一

p
i
a
l
e
s
k

で
.あ
る
%
做
す
の
で
あ
る
。(

10〕

:
:
:

ォ
ィ
.レ
ン
：»

;^
が
览
一
次
純
辟
又
；は
姻
象
的
^
.雜
':
&
则
^
©
合
法
則
ゼ
5:
、赢
類
に
ょ
ら
ず
し
て
程
度
の
相
違 

R
ょ

；
つ

て

：
壞
_

^

名̂

ボ

は

：
ノ
％

治

田

博

士

^
反
徽〔

せ

;:
&

_
ミ

^

「

往

;»
す

べ

;:
&
こ

名

、
蘭
_
的
ー
に
備#
す
べ
か
ら

- ^
る
：因
果
_

_

^

杣
象
.的
法
■

せ
妁
區
!

:換
育
.す
れ
ぼ
#
准
件
的
^
^̂ 

ど
‘の
儼
然 

た
る
.細
論

論

的

對

立

を

闕_
せ
：る
'-2
.舊

霖

1

.あ
；
1

於

き

わ

"
ゾ
從
:0
::て>
施
が

«
驄
的
法
則
ど
合
：律
&
ギ 

無
用
の
_
に
潘
ら
.ん
;0
:み」

'ど
。3

'
「

'
\

'
,玆
^
沄
は
る
る
.が
如
く
在
右
田
»
士

：
は

自

然

法

則

の

中

：
に

.、
因
_果

法

則

式

經

驗

的

法

則
^
を
«
認

3
れ

る

。

然

：か 

も

此

：の
：雨

者

の
.認
識
論
的
、：
諭
理
的
妥
徵
性
七
於
：て
；0
根

本

的

差

異

：は

頗
.る

太

で

：
あ

：
々

、

：»
驗
的
法
則
を
S

*
法
則
：
 

容

立

し

て

自

然

法

切

のJ

種
ど
し
て
考
.察
し
且
つ
之
：?:
獅
す
る
^「

法
則」

を
«
て
す
る
は
疋
當
で
な
い
ど
論
斷
3 

れ
义
の
.で
.あ

气「

祛

則

拟

ょ

ク

完

全

な

：る

論

观

的

形

式

に

；於

'て
.は
普

遍

的>
遵

肖
^
^

又
一
は

U

顯

は

る
5

^
;s
w
亦
^
々
：又
*
は
.る
。
，
而

し

そ

常

饩̂
が
ニ
、
^
^
^
^
^
^

名

はd
u
.

ビ

細

聯

し̂

1
:
の̂

鸯
{
1
\
¥
:
0

爲

め

ミ
r
ic
變

r
,
;;̂
^
ぶ

に

あ

き

ミ

の

(

：̂

ッ
.̂
^

* 

B

 

 ̂

 ̂

0
.
^
1 
U
8
. 

S 
い
ふ

中

心

最
4

出

さ

れ

る

。

t
る
か
、
或
は
事
物
の
成
る
種
類
の
上
に
起
っ
た
.事
實
的
出
來
事
の
形
式
を
明
か
に
す
る
炉
、
若
く
は
種
々
な
る
'現 

象
^
關
じ
菩
：々

の
經
驗
內
^
事
實
認
め
ら
石
る
規
則
正
/,
さ
關
係
5:
表
明
ぜ
1る』

齊
遍
命
題
で
あ
る
：

」

バ
13
>

此
の
因
I

則

赢

領

1

則

ど

菜

質

4

然
異
る
も
？

あ
る

::
'
0即
ち

、

「

因
：果

法

則

は

、

或

る
假
說
I

 
く 

も
の
^
し

-1
:
、
此
.の
假
說
は
人
間
の
思
惟
'
:
1般
の
可
能
性
の
根
甚
を
な
す
も
の
で
あ
■る
。
此
の
根
某
^
據
っ
て
の

み

、
 

因
果
法
則
.は
其
の
：無
條
：件

的

、

必

然

的

普

遍

妥

1

を
>

*
の

實

際

的

場

会̂

適

用

：せ

ら

れ

與

る

程

度

：の
.問
題
を
，全 

然
離
れ
セ
、r
要
求
.す
.る

ち

ミ

が

出

來る

。
、從

っ
て

、
假

令

現

實

體

ド

於

で

適

用

せ

ら

れ

得

る

一

の
場
合
す
.ら

無

し:レ 

す
る
ち
、
»
理
論
：的
^
は
、
決
し
て
其
の
論
挪
的
獨
立
：性
5:
失

は

な

lr
。
因
果
法
則
ば
、
斯
か
る
意
味
に
於
て
、
論 

理

的

妥
當
性
：を

有

す

る

も

：の
'で
あ
る」

。
之
^
反

し
.て「

經

驗

的

法

則

は

、
，
其

の

餐

理

的

根

基

w

し
て
、
夫
の
因
果
法
則 

の
有
ず
る
が
如
会
假
說
を
有
せ
ず
？
經
驗
的
法
則
は
、
經
驗
に
於
け
る
類
似
.の
杣
象
に
し
て
、
之
に
依
っ
て
經
驗
の 

合
律
性
が
形
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
：る

.0
其
れ
故
'、
經

驗

的

法

則

は

.單

な

名
，

經

驗

的

普

遍

妥

當

性

を

有

す

る
^
過
ぎ
ず
、
 

其
の
論
现
的
價
値
ば
r
k懸0:.

て

現

實

體

ば

於

け

る

逾

用

性

：の

如

何

杧

あ

：っ
“
て

常
性
を
要
求
し
得
る『

經
»
的
法
則』

ど
雖
も
、
：唯
だ
一
:の
場

合

に

適

用

せ

ら

れ

得.ず
ん
：ば
直
^
其
の
意
義
を
失
は
ね 

ば
な
ら
.な
吣
。
«
に
因
*
法
則
め
«
條

件

的

'、
"必

然

的

普

遍

妥

當

性

ど

經

驗

的

法

則

の

經

驗

的

普

遍

妥

當

性

ど

の

間 

^
超
ゆ
べ
か
ら
ざ
る
鴻
溝
が
存
す
る
の
で
あ
る
く
14)

;

^
 

•

以
上
祸
げ
來
6
し

/:
:
パ
>
:ン
、
ォ

ィ

レ

ン

ズ

ル
>
、
左
右
田
博
士
の
自
然
法
則
の
批
判
は
\
繼
て
歷
：史
學 

因
果
律
ど
の
問
題
を
語
る
際
K
、
：其
.の
序
說

(£
し

て

拧

は

る

ベ

含

も

の

：で

あ

る

。
へ
然
：か
％

本

稿

に

於

て

自

然

法

則

の 

意

義

を

尋

ね

：た

所

以

の

j

は
.、
歷

史

學
R
於
て
構
成
す
る
こ
S
を
拒
け
ら
れ
た
法
則
の
內
容
を
知
&
ん
が
爲
め
で
あ

，
笫
ニ
十
洱
卷
：

ベ

丸

1
:
1 >

:

歷
史
學
方
法
論
のr

面 

第
六
：號

： 1
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三



部II

十
S
 

(

九
1

5

M史
學
方
法
論
の
一
両 

：

ゾ 

0
0 

■
 

^
 
0m.

'
 

■
 

.■/
'
: 

:

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

•

.、.

.
，
 

‘

:(
1)
§
 
名 u

r
g
vop, 

c:r
;^
7
%. 

'

■

.

.
'

(

3 
Eulenburg, op. dt. s. 739.40.

(

3〕
EulenSurg, op'cit. 

s. 

7
4
2
:
:
:

 

一
 

へ

'
 

'
'一
マ

：
，

;v

v
 

\
(

4 ) 

Eclenburg, 
op. 

dt. 

s. 

74;3-4 :
.
ン

(U2 >

 

EUIepburg, op, cit. 

s
'
. 

746. 

'
' 

. 

• 

o
)

 

EuJenburg, op. cit 
s. 

7
4
7
00
. u. 

749. 

.

.

o
v
o 

o
^
- 

0
^
.
. 

 ̂

^
s
. 

:

(

8〕
wUIeaburg, op. cit. s. 7591,

オ
イ
レ
ソ
ブ
ル
ク
は
斯
の
如
き
合
維
性
が
統
計
的
表
現
を
妞
て
し
た
痔
、合
法
則
性
^
|
^
&
|
。
€
5 

V

 
云
ふ
。C

S
.

7
5

2
.

)

■

,

(

9)

w
c
l
s
cr
u
r
g
, 

0J>. cit S. 

753. 

.ニ
'：.：:

(

lo
y
w
a
l
e 
ぃ burw,op, cit's. 

7
600
-9
' 

_■,
-
; 

^

(

11)

衣
皙

.解
士
迸
、
勝
本
鼎
5
、「

經
濟
沬
則
の
論
现
的
性
質
し
0六
.ニ
丄
；5
、
註
ニ
。
::
.
.' 

o
 

.前，揭
帶
、
五
八
萁
。

.
:

:

(

13〕

前
揭
書
、
六 

5
。 

'

'
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■ 

/ 

.

.

.

.
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14)
.

前
揭
書
ノ
六

三
丨
四
頁

o 

: .

•

備

#

本
稿
に
於
て
は
，
文
献
の
引
用
多
き
爲
め
、
筆
者

.の
意
圖
の
奈
邊
に
奋
す
る
か
を
知
る
に
雛
さ
こ

^
を
恐
れ
、
爱
に
補
足
ミ
し
て
論

. 

...

旨
を
摘
.詛
し
ょ
ぅ
ミ
思
ふ
。

.. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

-
-
•
!

维
奍
が
生
眼 

>

」

す
る
問
題
は
膝
史
學
的
.槪
念
構
成
に
あ
る
°
本
來
歷
史
學
の
贽
學
的
究
明
，は
、
旣
述
の
如
く
其
の
端
を
西
南
獨
逸
學
派
の
稗 

中
に
發
し
た
.の
で
あ
る
0
然
か
も
其
の
先
驅
宥w

し
.て
、
眞
寧
な
る
M-T
-
I
i研究
#
メ
ン
ガ
ア
を
舉
げ
ね
ば
な
ら
な
い
.の
で
あ
る
。
メ
ン
扩
ア
の 

科
學
諭
は
カ
ン
ト
の
認
識
論
の
立
場
に
近
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
琢
カ
ン
ト
撖
學
卷
ミ
全
然
其
の
軌
を
異
す
る
も
の
で
は
な
ぃ
。
而
し
て
後
.'W

は

カ

ン

ト

の

rr
學

を

批

判

的

に

修

正

し

た

の

で

あ

る

が

故

に

、

.
メ

ブ

ガ

ア

の

科

擧

論

を

.
1,
層

深

所

に

押

し

進

.め

た

^
云

ふ

.べ
き

で

あ

る

0

乍

併
 

リ

ッ

カ

ア

ト

の

科

學

論

は

勿

論

力

V

ト

的

態

度

を

棄

て

去

つ

た

も

の

で

.な
い

？

斯

く

て

彼

：の

歴

史

.學
的

槪

念

構

成

も

、

自

然

科

學

的

槪

念

構

成
 

w

其

の

究

極

な

る

認

識

檣

造

に

あ

つ

て

は

少

し

も

興

な

る
こ
ミ
無

き

、

靜

觀

的

觀

照

的

思

.索
の

結

果

：で

あ

'つ
た

。

此

の

點

、

坐

の

#

學

濟

デ

ィ
 

ル

タ

イ

の

、

歷

史

を

理

謫

に

ょ

つ

.て
把

捉

す

る

：も

の

で

な

く

、

'
逆

に

理

論

が

歷

史

に

ょ

つ

て

制

約

せ

ら

れ

る

w

な

す

思

索

は

、

眞

に

存

衣

を

进
 

耍

視

せ

る

歷

史

的

な

る

も

の

で

あ

る

ミ

沄

は

ね

ば

な

ら

な

い

。

果

し

て

然

ら

ば

、

稃

び

眞

の

歷

與

擧

的

^

念

.構

成

の

問

題

は

滩

動

す

る

存

衣

の
 

歴

史

性

に

'ま

で

、

從

て

罟

々

の

理

論

的

！

|
識

の

极

本

構

瑋

に

ま

で

諷

る

必

：耍

：が

あ

る

。

此

：の
，意

味

>

ら

リ

ッ

.カ
ア

ト

の

歷

.史

學

方

法

論

上

の

間
 

.

.
BI
;%
S

個

別

的

因

果

俥

、

そ

れ

故

そ

れ

に

對

_立

す

&

自

然

科

學

的

因

集

律

も

、

結

局

は

f

の

親

構

造

に

其

の

.興

別

を

求

め

ね

ば

な

ら

な

い

で
あ
&'

ぅ
0

.即
ち
新
し
い
立
.
場
か
ら
碑
：び
歷
.史
學
認
識
を
究
明
せ
ね
ぱ
な
6

な
い
の
で
あ
る
。
筆
考
は
本
稿
に
於
.
て
は
先
づ
笫
1

に
滕
史
掛
方
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•
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-•
 

••
 

•
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.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

•

法
論
を
問
題
史
的
に
顧
み
た
o 

;而
し
て
最
後
亡
自
然
科
學
的
闪
果
律
を
取
投
.つ
；た
。
孽
し
斯
く
丸
る
こ
士
は
、
從
來
の
歷
史
學
的
認
識
の
方
法
，
 

的
叫
題
の
中
心
®

を
明
か
に
し
、
"
W

し
て
個
双
㈣

因
果
律
の
間
■

擧
出
す
；る
に
あ
つ
た
。
然
る
に
，個
別
的
闪
果
俥
の
間
題
は
、
そ
れ
自
身
の 

解

明

，に

伴

ひ

：
自
，然

科

學

的

因

果

#

w

の
®

別
を
判
然
せ
し
.
め
ね
味
な
ら
な
い
9

:

之
が
：リ
ッ

，
力

ア
ト
の
云
ふ
自
然
科
學
的
槪
念
構
成
の
限
界
點
©
 

問
姐
で
あ
る
。
乍
俳
自
然
科
學
的
因
果
律
が
全
く
個
別
的
㈤

果
伟
ゴ
矛
盾
す
る
も
：の.；ミ
し
て
も
、
然
か
も
.
.雨
者
.
が
理
論
た
&:

以
：上
.
何
等
か
共
ii
s
 

な
る
も
.
の
の
ヰ
^

が
豫
想
せ
ら
れ
る
。
故
に
；雨
港
の
典
別
の
.
属
の
：：解
叨
ば
、
普
今
の
認
P

m

^
-K
:

^

め
な
け
扛
ば
^

ら
：な
い
0

.
而
し
.
て
，筆
者
は 

■'

歷
史
學
に
對
立
尤
る
:0

自
然
科
擧
60

認
識
を
批
判
す
る
こ
^

に
ょ
つ
て
、
蔽
史
擧
ミ
1;
!

然
科
學
の
限
界
を
明
か
へ
に
し
*
以
て
此
等
の
學
に
め
け 

る
因
果
律
を
新
し
い
立
場
か
ら
顧
み
.、る
爲
め
に 
>

缚
ブ
に
自
然
科
學
盼
m:
:

果
^

を
明
か
に
せ
ん
过
し
た
9

で
あ
ー
る
?:

愛

：に

聆

て

：
經

驗

科

學

港

内 

部
：か
ら
自
然
科
學
的
法
則
.を
鮮
明
せ
る
ニ
三
の
文
献
を
擧
出
し
て
說
叨
し
、
以
て
其
の
'
結
果
を
赀
學
者
の
そ
れ
に
高
や
て
後
、
之
を
自
ら
新
し

.
'̂

思

索

に

ょ

つ

て

'̂
か

.に

.せ

ん

^
ナ

る

意

圖

を

有

す

る

か

：

^

で

あ

る

0

ン：

.
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. 

.

. 

. 
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’
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.

.

.
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.

固

ょ

り

大

な

る

意

圖

は

容

舄

に

解

決

せ

ら

る

べ

き

も

の

で

な

い

と

^
明

か

.で
あ

る

。

锥

卷

は

其

の

一
部
、

即

ち

河

來

法

則

の

解

_

に

ー

弗

づ

- 
.
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